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《人口の動き》　男2，845（一9）女2，886（＋1）計5，731（一8）世帯数1，623（＋5）

5月1日現在　　出生2　死亡5　転入28　転出33
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新
町
議
十
八
名
の
皆
さ
ん

　
昭
和
二
十
二
年
以
来
、
四
年
に
一

度
の
第
十
一
回
統
一
地
方
選
挙
後
半

締
め
く
く
り
の
、
町
村
議
会
議
員
選

挙
が
四
月
二
十
一
日
告
示
さ
れ
、
午

前
八
時
半
に
立
候
補
届
け
の
受
け
付

げ
開
始
、
午
後
五
時
に
締
め
切
っ
た
。

　
こ
の
結
果
、
県
内
で
は
改
選
三
十

五
町
村
議
選
一
般
選
挙
で
、
五
町
村

が
定
数
い
っ
ぱ
い
の
立
候
補
で
無
投

票
と
な
っ
た
。

　
当
町
で
も
、
村
・
町
議
選
合
わ
せ

て
も
初
の
無
投
票
当
選
が
決
ま
り
、

異
例
の
こ
と
と
な
っ
た
。

　
五
月
一
日
初
議
会
が
開
催
さ
れ
、

議
長
に
関
谷
達
治
氏
、
副
議
長
に
五

十
嵐
政
勝
氏
が
選
任
さ
れ
た
。

　
総
務
・
文
教
常
任
委
員
長
に
高
橋

紀
元
氏
、
社
会
・
常
任
委
員
長
に
小

山
茂
氏
、
産
業
・
建
設
常
任
委
員
長

に
小
島
丑
蔵
氏
が
選
任
さ
れ
た
。

　
昭
和
六
十
一
年
度
松
代
町
一
般
会

計
補
正
予
算
に
関
す
る
専
決
処
分
の

承
認
な
ど
報
告
事
項
六
件
、
松
代
町

監
査
委
員
の
選
任
同
意
に
つ
い
て
の

議
案
一
件
が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
た
。

　
町
政
発
展
を
担
う
新
議
員
さ
ん
の

紹
介
と
今
後
の
抱
負
な
ど
を
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
で
す
）

、
騨

五十嵐政勝

①
会
沢

②
社
会
常
任
委
員

③
農
業

④
松
代
町
議
会
副
議
長

　
地
域
の
力
強
い
ご
支
持
と
町
内
皆

様
の
あ
た
た
か
い
ご
声
援
を
得
て
、

三
度
び
町
政
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
過
去
八
年
間
の
町
政
の

中
で
交
通
、
教
育
、
保
健
衛
生
、
並

に
福
祉
の
問
題
等
め
ざ
ま
し
い
発
展

を
遂
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し

私
共
は
こ
れ
に
満
足
し
て
レ
て
は
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
企
業
は
現

状
維
持
の
経
営
で
は
生
き
残
れ
な
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
こ
と

は
町
村
に
於
て
も
同
じ
で
、
更
に
住

み
よ
い
町
、
若
者
が
希
望
の
も
て
る

町
に
努
力
を
重
ね
な
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
今
回
の
選
挙
は
幸
か
不
幸
か

無
投
票
当
選
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に

今
後
四
年
間
の
行
動
に
責
任
を
も
ち
、

選
挙
な
し
の
議
員
だ
か
ら
と
云
わ
れ

な
い
よ
う
議
会
活
動
に
専
念
し
な
け

れ
ば
と
決
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

何
卒
各
位
の
御
指
導
を
お
願
い
し
ま

す
。

、

①
松
代

響
五十嵐文夫

②
総
務
・
文
教
常
任
副
委
員
長

③
精
肉
業

　
こ
の
度
の
選
挙
に
再
度
立
候
補
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
　
一
期
四
年
の
経

験
を
生
か
し
て
町
政
に
頑
張
る
覚
悟

で
御
座
い
ま
す
。
先
づ
国
県
の
補
助

金
の
削
減
又
補
助
率
の
低
落
に
依
る

町
財
政
の
悪
化
の
中
、
公
共
事
業
又

社
会
福
祉
事
業
等
が
後
退
す
る
事
な

く
、
推
進
を
計
り
な
が
ら
健
全
財
政

の
確
立
に
全
力
傾
注
し
ま
す
。
そ
し

て
豪
雪
過
疎
対
策
に
つ
い
て
も
雪
の

苦
し
み
か
ら
少
し
で
も
脱
皮
出
来
る

手
立
を
講
じ
、
青
少
年
の
育
成
に
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
明
る
い
福
祉
、

平
和
な
町
づ
く
り
に
こ
の
五
十
嵐
文

夫
、
松
代
町
発
展
の
為
に
一
生
懸
命

頑
張
り
ま
す
．

石野英二

①
木
和
田
原

②
総
務
・
文
教
常
任
委
員

③
商
業

　
理
想
を
求
め
現
実
を
見
つ
め
意
欲

的
活
動
的
な
行
動
の
中
で
、
よ
り
新

し
く
明
る
く
住
み
良
い
町
作
り
の
為

に
微
力
を
尽
く
し
た
い
。

　
克
雪
対
策
、
農
業
問
題
、
老
令
化

対
策
等
諸
般
の
大
変
厳
し
い
今
日
で

有
り
ま
す
が
、
過
疎
か
ら
の
脱
却
を

図
る
為
、
広
く
町
民
の
皆
様
の
声
を

聞
き
、
行
政
と
一
体
と
成
っ
て
新
し

い
何
か
を
求
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。　

過
去
の
経
験
を
生
か
し
初
心
を
忘

れ
ず
お
ご
ら
ず
に
、
一
生
懸
命
町
の

発
展
の
為
に
頑
張
り
ま
す
。

市川義一

①
小
屋
丸

②
産
業
・
建
設
常
任
委
員

③
農
業

　
二
十
一
日
五
時
、
無
投
票
当
選
決

定
。
同
時
に
重
責
を
両
肩
に
乗
せ
て

出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
．
過
疎
、

不
況
、
減
反
、
老
令
化
へ
の
対
応
、

物
余
り
金
余
り
現
象
に
伴
う
心
の
空

洞
化
、
青
少
年
問
題
等
、
有
形
無
形

の
難
題
が
山
積
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

に
対
し
、
信
念
と
良
心
に
従
い
積
極

的
に
努
力
し
た
い
。
私
も
過
去
三
年

余
、
民
生
児
童
委
員
を
経
験
し
、
色

々
な
問
題
に
直
面
し
、
ま
た
沢
山
の

不
幸
な
人
達
の
い
る
こ
と
を
実
感
し
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た
。
ロ
ー
ソ
ク
は
周
囲
を
明
る
く
す

る
為
に
我
身
を
減
ら
す
と
言
う
。
町

民
の
一
人
一
人
が
毎
日
笑
顔
を
以
っ

て
暮
せ
る
様
に
諸
問
題
を
真
剣
に
考

え
て
い
き
た
い
。
町
ぐ
る
み
で
、
み

ん
な
で
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

司ノ1・堺　清

①
松
代

②
総
務
・
文
教
常
任
委
員

③
会
社
員

　
町
民
の
皆
様
、
こ
の
度
は
議
会
へ

お
送
り
い
た
だ
き
、
誠
に
有
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
は
先
般
街
頭

で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
通
り
、
松
代

町
の
今
後
の
見
通
し
は
明
る
い
材
料

が
少
な
く
、
又
色
々
な
面
で
大
変
だ

と
思
い
ま
す
が
、
行
政
当
局
、
あ
る

い
は
各
種
団
体
、
町
民
の
皆
様
の
知

恵
を
お
か
り
し
な
が
ら
地
場
産
業
の

発
展
、
利
雪
対
策
、
道
路
改
良
、
又

嫁
不
足
対
策
、
消
雪
の
為
の
流
雪
溝
、

消
雪
パ
イ
プ
な
ど
く
、
こ
れ
ら
の

問
題
を
一
つ
一
つ
解
決
さ
せ
て
行
く

事
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
町
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
の
で
は
方
・
い
か
と
思

い
ま
す
。
過
疎
脱
却
、
町
の
発
展
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
適
進
す
る
覚
悟
で
ご

ざ
い
ま
す
。
最
後
に
町
民
皆
様
方
の

御
健
勝
御
多
幸
を
お
祈
し
て
御
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

小堺長一

①
儀
明

②
社
会
常
任
委
員

③
農
業

　
何
分
初
め
て
の
経
験
で
あ
り
ま
す

が
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
、
地
域
活

性
化
に
努
力
致
し
ま
す
の
で
、
何
と

ぞ
絶
大
な
る
、
ご
指
導
と
、
ご
鞭
燵

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
．

①
蒲
生

②
社
会
常
任
委
員

③
農
業

ノ』・堺　哲　夫

　
国
際
経
済
の
中
で
動
い
て
い
る
現

代
社
会
に
於
て
、
国
の
施
策
に
依
り

私
共
地
域
に
は
厳
し
さ
が
加
え
ら
れ

ト
ン
ネ
ル
の
出
口
が
遠
く
な
る
や
に

感
じ
て
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
テ
ン
ポ

の
速
い
流
れ
に
ど
う
対
処
す
る
か
が

最
大
の
課
題
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
。
今
こ
そ
共
に
真
の
対
話
を

深
め
、
明
日
に
希
望
の
も
て
る
地
域

づ
く
り
が
大
切
で
あ
ろ
う
か
と
考
え

ま
す
。

　
　
私
の
抱
負

一
、
地
域
教
育
文
化
の
向
上
。
二
、

地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
産
業
を
求
め
、

若
年
層
の
定
着
。
三
、
長
寿
社
会
に

備
え
て
不
安
の
や
わ
ら
げ
る
福
祉
環

境
づ
く
り
の
推
進
。
四
、
外
資
導
入

が
望
ま
れ
る
観
光
開
発
の
探
求
等
は

じ
め
、
数
多
い
問
題
解
決
に
微
力
を

傾
け
た
い
と
今
心
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
叱
正
の

程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

①
蓬
平

②
産
業
・
建
設
常
任
委
員

③
農
業

　
　
司

　
　
正

◎　
　
堺

　
　
ト

　
　
ノ

　
昭
和
六
十
六
年
度
に
開
通
予
定
の

北
越
北
線
に
期
待
し
て
受
入
れ
体
制

を
整
備
し
た
い
も
の
だ
。
上
越
、
十

日
町
方
面
に
職
場
を
持
つ
人
達
の
為

に
冬
期
間
の
交
通
網
の
整
備
を
は
か

り
、
通
勤
可
能
な
道
路
の
確
保
と
共

に
駅
前
周
辺
に
駐
車
場
の
設
置
、
青

年
若
者
達
の
働
く
職
場
を
誘
致
し
て

町
人
口
の
流
出
を
防
止
、
地
場
産
業

の
開
発
、
観
光
開
発
の
促
進
に
依
り

町
の
活
性
化
を
は
か
り
、
大
巾
利
用

客
を
確
保
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小　島　丑　蔵

①
犬
伏

②
産
業
・
建
設
常
任
委
員
長

③
農
業

　
過
去
八
年
間
町
議
と
し
て
皆
様
方

の
御
指
導
、
御
鞭
燵
を
戴
き
町
政
に

微
力
を
尽
さ
せ
て
戴
き
、
心
か
ら
感

謝
申
上
げ
ま
す
。
此
の
度
三
度
町
政

に
参
画
の
機
会
を
与
え
て
戴
き
、
深

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
過
疎
に
悩

む
松
代
町
を
明
る
く
住
み
よ
い
町
と

す
る
為
め
全
力
を
尽
し
て
働
く
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。
農
業
基
盤
整
備
、

冬
季
交
通
の
確
保
、
教
育
環
境
整
備
、

北
越
北
線
開
業
を
目
指
し
観
光
開
発
、

雇
用
の
拡
大
、
住
民
福
祉
の
向
上
等
、

改
善
充
実
に
向
け
皆
様
方
と
共
に
誠

心
誠
意
尽
す
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

尚
一
層
の
御
指
導
、
御
鞭
健
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

診

レ
茂

㌦

山ノ』・

①
桐
山

②
社
会
常
任
委
員
長

③
農
業

　
二
期
八
年
間
、
皆
様
の
ご
指
導
、

ご
鞭
捷
を
賜
り
努
め
さ
せ
て
頂
き
、

大
変
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
あ
し
た
の
松
代
町
を
よ
り
よ
い
町

に
、
二
十
一
世
紀
に
向
っ
て
地
域
お

こ
し
活
力
あ
る
松
代
町
に
、
北
越
北

線
の
開
通
に
あ
わ
せ
て
四
季
折
々
自

然
と
緑
の
観
光
開
発
、
社
会
福
祉
、

道
路
改
良
の
促
進
に
よ
り
冬
期
無
雪

路
線
の
延
長
に
よ
り
通
勤
可
能
な
地

域
と
し
て
、
若
者
の
定
着
に
向
っ
て

様
方
と
共
に
努
力
し
て
参
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
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亭ム
！口達谷関

①
室
野

②
総
務
・
文
教
常
任
委
員

③
農
業

④
松
代
町
議
会
議
長

　
松
代
町
は
大
変
高
齢
化
が
進
ん
で

お
り
ま
す
。
今
後
は
老
人
対
策
で
す
。

又
、
当
町
は
豪
雪
地
帯
で
す
。
今
以

上
に
雪
対
策
を
進
め
て
住
み
良
い
活

力
あ
る
松
代
町
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
．

　
ま
ず
第
一
に
農
業
の
振
興
・
コ
シ

　
　
　
プ
ラ
ス

ヒ
カ
リ
＋
特
産
品
の
開
発
。
第
二
に

地
場
産
業
の
育
成
と
優
良
企
業
誘
致

を
図
り
若
者
の
住
め
る
町
づ
く
り
。

第
三
に
観
光
で
あ
り
ま
す
。
北
越
北

線
の
開
業
を
控
え
て
首
都
圏
と
の
交

流
を
密
に
し
て
こ
そ
、
明
日
を
拓
く

自
然
と
人
の
ふ
れ
あ
い
の
町
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

　
吻
教
豊

　
誉
　
§
　
喪

§
　
　
　
蕊

。
伽
愚
物

驚
吻
、
　
伽

　
　
§
吻
環

力橋高

①
千
年

②
総
務
・
文
教
常
任
委
員

③
農
業

　
今
回
皆
様
万
の
ご
声
援
と
ご
援
助

に
よ
り
ま
し
て
、
私
ご
と
き
が
町
会

議
員
の
末
席
を
け
が
す
こ
と
に
相
成

ま
し
た
。
身
に
あ
ま
る
光
栄
で
す
。

　
依
然
と
し
て
続
く
人
口
流
出
、
集

落
の
崩
壊
、
ナ
ダ
レ
現
象
も
発
生
し

て
お
り
ま
す
。
何
を
す
る
に
も
手
遅

れ
の
感
も
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
手

を
挟
い
て
は
い
け
な
い
。
私
達
の
松

代
町
に
は
素
晴
ら
し
い
頭
脳
が
あ
る
。

今
こ
そ
、
こ
れ
ら
英
知
を
結
集
し
、

新
時
代
に
対
応
で
き
る
、
町
民
に
よ

る
町
民
の
た
め
の
町
政
推
進
を
計
っ

て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
…
…

　
皆
様
知
恵
を
、
お
貸
し
下
さ
い
。元紀橋高

①
莇
平

②
総
務
・
文
教
常
任
委
員
長

③
農
業

　
過
疎
対
策
を
最
重
点
に
努
力
し
た

い
。
雪
を
克
服
す
る
こ
と
に
依
っ
て

こ
そ
農
業
を
主
と
す
る
地
域
産
業
を

活
性
化
し
、
工
場
の
進
出
等
も
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
た
め
に
は
冬
期
交
通

の
確
保
が
先
決
と
思
う
。
そ
し
て
老

人
対
策
の
一
環
と
し
て
、
学
校
を
主

と
す
る
公
共
建
物
、
共
同
施
設
等
の

建
物
、
そ
の
物
か
ら
将
来
を
見
越
し

た
雪
に
強
い
構
造
に
切
り
換
え
る
事

を
実
現
し
た
い
。
こ
れ
ら
が
実
現
推

進
さ
れ
れ
ば
地
域
農
業
も
活
性
化
し
、

老
人
も
安
心
し
て
居
住
し
、
共
同
作

業
も
進
展
し
、
畜
産
を
主
と
す
る
副

業
等
も
興
隆
し
て
後
継
者
も
定
着
す

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

寿平次山村

①
室
野

②
社
会
常
任
副
委
員
長

③
小
売
業

　
四
選
目
の
栄
誉
を
与
え
て
戴
き
ま

し
た
事
、
先
づ
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
住
み
良
い
活
力
あ
る
町
造
り
の
為
、

今
後
共
努
力
す
べ
き
問
題
点
と
し
て

o
外
圧
に
屈
し
な
い
農
業
確
保
の
為

の
生
産
基
盤
整
備
の
推
進
　
o
交
通

網
整
備
に
伴
う
商
工
業
振
興
対
策

o
観
光
を
念
頭
に
置
い
た
土
地
産
物

等
の
開
発
　
o
道
路
無
雪
化
、
屋
根

雪
処
理
問
題
等
克
雪
対
策
　
○
高
令

化
社
会
到
来
等
に
対
応
し
た
住
民
福

祉
施
策
等
、
あ
げ
ら
れ
る
か
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
諸
問
題
解
決
の
為
、

町
当
局
始
め
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
考
え
、
行
動
し
な
け
れ
ば
と
考
え

て
居
り
ま
す
。

郎義山村

①
室
野

②
産
業
・
建
設
常
任
副
委
員
長

③
農
業

　
売
上
税
は
一
応
棚
上
げ
さ
れ
た
が
、

税
制
の
改
革
は
避
け
ら
れ
ず
、
国
・

県
・
町
の
財
政
の
厳
し
さ
は
加
速
さ

れ
ま
す
。
し
か
し
町
民
の
皆
さ
ん
の

要
望
は
多
様
化
さ
れ
迅
速
を
求
め
ま

す
。
従
っ
て
今
後
は
、
受
益
者
負
担

の
原
点
に
戻
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
町
の
高
齢
化
へ
の
移
行
は
、

国
の
二
倍
で
進
ん
で
い
ま
す
。
十
年

後
、
国
で
は
1
6
・
3
％
が
松
代
町
で

は
3
8
・
6
％
と
い
う
数
に
な
り
、
老

人
福
祉
も
有
料
で
買
う
時
代
に
な
り

ま
し
ょ
う
。
そ
こ
で
「
長
期
的
な
視

野
で
、
先
見
性
の
あ
る
意
識
改
革
」

が
必
要
な
の
で
す
．

俊
61
岡忠室

①
仙
納

②
社
会
常
任
委
員

③
農
業

　
先
づ
も
っ
て
此
の
度
の
選
挙
に
私

を
選
ん
で
下
さ
っ
た
町
民
の
皆
様
方

に
、
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
、

過
去
の
議
員
経
験
で
当
然
の
事
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
住
み
良
い
町
づ
く

り
は
数
多
く
町
民
の
方
々
の
御
意
見

を
聞
き
、
之
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る

事
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
之
か
ら
の

松
代
町
を
背
負
っ
て
た
つ
中
堅
層
の

皆
様
方
と
の
話
合
い
の
場
を
重
ね
、

其
の
中
か
ら
松
代
町
に
生
れ
住
ん
で

良
か
っ
た
と
希
望
の
も
て
る
町
づ
く

り
に
一
歩
で
も
近
づ
け
る
よ
う
全
力

を
尽
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
．
よ
ろ

し
く
お
力
添
え
の
程
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
．
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」齢7
幸雄柳

①
犬
伏

②
産
業
・
建
設
常
任
委
員

③
農
業

　
皆
様
の
御
支
援
で
今
回
も
当
選
を

勝
ち
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
農
業
を
一
層
苦
し
め
る
減
反
政
策

の
拡
大
と
米
の
自
由
化
へ
と
つ
き
す

す
ん
で
い
ま
す
．

　
行
政
改
革
の
名
の
も
と
で
の
税
制

改
革
は
住
民
負
担
を
増
大
す
る
一
方

で
す
。
こ
う
い
う
政
治
が
続
く
な
ら

人
口
流
出
の
ハ
ド
メ
が
な
く
な
り
ま

す
。
私
は
こ
う
し
た
政
治
で
は
な
く

住
民
本
位
の
政
治
で
地
域
産
業
を
守

り
、
住
民
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

め
る
政
治
参
加
を
勝
ち
と
る
方
向
へ

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

鶏群
　目～ム目！口柳

①
孟
地

②
産
業
・
建
設
常
任
委
員

③
農
業

　
こ
の
度
町
議
会
議
員
の
一
員
と
し

て
初
め
て
当
選
さ
せ
て
戴
き
、
身
の

ひ
き
し
ま
る
思
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
町
民
の
皆
様
と
共
に
、

住
よ
い
町
づ
く
り
の
為
に
、
町
内
完

全
無
雪
化
道
路
、
河
川
改
修
整
備
、

町
民
福
祉
の
向
上
、
圃
場
整
備
、
生

産
基
盤
向
上
の
為
の
活
性
化
推
進
、

若
い
人
の
町
に
定
着
す
る
職
場
の
確

保
、
観
光
の
開
発
等
、
皆
様
方
と
共

に
明
日
の
松
代
町
の
発
展
の
為
努
力

す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。
今
後
町
民

の
皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
多
静
尋
鍛
・
惑
．

霧
麿
国
境
は
な
い
（
バ
ィ
・
ン
）

本
気
で
さ
が
す
と
き
、

　
　
　
　
行
動
力
の
あ
る
人
こ
そ
適
齢
期
．
㈱

　
「
国
際
結
婚
」
と
い
う
言
葉
は
、
別

に
新
し
い
言
葉
で
あ
り
ま
せ
ん
が
嫁

不
足
に
悩
む
自
治
体
が
、
自
ら
仲
立

ち
を
し
て
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
か
ら
花

嫁
を
迎
え
る
と
こ
ろ
が
現
わ
れ
、
に

わ
か
に
脚
光
を
浴
び
て
き
て
い
ま
す
。

　
山
形
県
最
上
郡
大
蔵
村
の
例
を
紹

介
し
ま
す
。

　
大
蔵
村
は
、
山
形
県
の
北
部
、
最

上
郡
の
最
南
部
に
位
置
し
、
北
東
部

を
最
上
川
が
流
れ
、
南
西
は
月
山
の

山
頂
近
く
ま
で
の
び
て
い
る
。

　
村
は
東
西
1
3
㎞
、
南
北
2
5
㎞
、
総

面
積
は
約
罰
㎞
で
あ
る
。
し
か
し
村

の
大
半
が
山
岳
地
帯
で
あ
り
、
国
有

林
は
7
2
％
を
占
め
、
多
雪
寒
冷
豪
雨

地
帯
の
た
め
、
こ
の
部
分
で
は
農
耕

を
営
む
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
新
庄
の
駅
か
ら
車
で
約
二
十
分
位

で
役
場
の
所
在
と
な
る
。
厳
冬
期
は

役
場
付
近
で
積
雪
は
ニ
メ
ー
ト
ル
、

山
手
に
入
る
と
四
メ
ー
ト
ル
。
人
口

は
県
内
最
少
の
五
千
二
百
人
。
ほ
と

ん
ど
が
兼
業
農
家
（
酪
農
と
水
稲
）

　
結
婚
適
齢
期
の
男
性
四
百
人
に
対

し
て
女
性
は
半
分
し
か
い
な
い
過
疎

の
村
で
す
．

　
こ
れ
ま
で
も
深
刻
な
嫁
不
足
は
村

議
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。

村
の
結
婚
相
談
所
長
を
兼
ね
る
村
井

健
造
村
長
㈹
は
「
考
え
ら
れ
る
手
は

尽
く
し
た
。
村
を
背
負
う
農
家
の
長

男
が
、
両
親
だ
け
の
暗
い
毎
日
。
嫁

の
悩
み
を
解
消
し
な
け
れ
ば
村
は
崩

壊
し
て
し
ま
う
」
方
策
つ
き
て
の
国

際
結
婚
。
「
批
判
は
承
知
の
上
で
踏
み

込
み
ま
し
た
。
昨
年
自
ら
二
度
に
わ

た
り
フ
イ
リ
ピ
ン
を
訪
問
し
、
バ
コ

ー
ル
町
と
縁
組
み
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

花
嫁
は
町
が
公
募
、
現
地
で
集
団
見

合
い
を
し
、
挙
式
の
あ
と
バ
キ
オ
で

新
婚
旅
行
の
あ
と
帰
村
と
な
っ
た
。

　
一
回
目
は
八
月
二
日
に
後
継
者
五

名
が
出
国
、
八
月
十
二
日
に
新
婚
旅

行
を
終
え
帰
村
。
二
回
目
は
九
月
四

日
に
同
じ
く
五
名
の
後
継
者
が
出
国
、

九
月
十
一
日
入
村
、
村
人
か
ら
温
か

く
迎
え
ら
れ
た
花
嫁
十
人
は
「
生
活

の
安
定
を
求
め
、
人
物
本
位
に
夫
を

選
び
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
愛
情
を
は

ぐ
く
め
ば
ダ
イ
ジ
ョ
ー
ブ
」
と
明
る

く
夫
や
姑
に
つ
く
す
と
張
り
切
っ
て

い
る
。

　
す
で
に
七
人
が
身
ご
も
り
、
五
月

末
に
は
母
親
に
な
ら
れ
る
方
も
い
る
。

全
国
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
多
い
。

　
時
代
の
流
れ
に
対
応
し
て
、
本
人

や
周
囲
が
考
え
方
を
変
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

　
結
婚
は
個
人
の
自
由
と
い
う
時
代

の
風
潮
の
中
で
、
行
政
が
乗
り
だ
す

の
も
ど
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
郡
内

で
も
こ
の
よ
う
な
動
き
が
見
え
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
思
を
確
認
し

た
上
で
、
方
向
を
決
め
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
松
代
町
の

　
　
結
婚
適
齢
者
数
の
状
況

女男

人数年齢人数年齢
36
　
24
　
14
　
9

20～23

24～26

27～30

31～39

48

88

83

36

n

22～24

25～29

30～35

36～40

41～45

83計266計
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ございます議
ノ成人おめでと

82戴が茨爽の仲聞戴槻

　
今
年
の
成
人
式
は
、
五
月
＝
百
⑰

逞
し
く
成
人
し
た
八
十
二
名
（
男
四

十
名
、
女
四
十
二
名
）
の
新
成
人
を

迎
え
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
式
典
に
は
秋
山
町
長
、
関
谷
町
議

会
議
長
、
金
井
教
育
振
興
副
会
長
、

島
田
教
育
長
よ
り
お
祝
の
言
葉
が
あ

り
、
新
成
人
を
代
表
し
て
小
堺
幸
一

君
（
室
野
）
が
『
社
会
人
で
あ
る
こ

と
を
自
覚
し
、
行
動
に
責
任
を
も
っ

て
、
共
に
目
の
前
に
立
ち
ふ
さ
が
る

困
難
に
も
屈
す
る
こ
と
な
く
、
日
々

努
力
し
ま
す
』
と
誓
い
の
言
葉
が
あ

つ
た
。

　
式
典
後
は
、
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
、

灘娯懸

そ
の
後
、
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
の
会

食
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
自
己
紹
介
や
歌

や
デ
ィ
ス
コ
な
ど
和
や
か
な
成
人
式

に
、
今
回
は
大
島
村
の
チ
ロ
ル
の
里

よ
り
、
新
堀
ギ
タ
ー
学
園
の
一
行
二

十
五
名
が
、
　
「
東
頸
城
の
歌
、
春
よ

来
い
」
の
曲
を
演
奏
し
、
華
を
そ
え
、

立
派
に
成
人
し
た
こ
と
を
喜
び
あ
つ

た
。

慧
．
欄

総合センター前には親、友達、近所の人達が集まり

立派に成人したことを喜びあった。
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新成人5名の方に聞きました

　新成人112名（男性65名、女性47名）の方に地元志向、生活環境、松代町の将来の姿、成人になられての抱負

等をお聞きしました。

　回収数は全体で75名、約67％、男性41名＝63％、女性34名＝72％でした。

　Q1では男女とも東京に住んでいるのがトップである。

　Q5の松代町にふるさととしての魅力を感じますかでは、どちらかというと感ずるを含めると92％の69名が

感ずると考えている。

　Q9の設問では松代町に適当な職場がないため、都会に出て行くという解答をしている。（全体30名＝40％）

　Q15の設問では松代町へ帰りたいが男女合わせて9名と少ないが、どちらとも決めていないでは男女合わせ

て43名（57％）は働く場所、町に活気等が出てくれば松代町へ帰りたいという意見も見られる。

　Q22の設問では松代町に帰って結婚してもよいが14名（41％）と明るい一面もある。

　観光開発や地域開発の設問では男女とも温泉やスキー場など、新たな観光資源の開発に期待を寄せている。

　町の将来の姿や、成人になられての抱負等については次号6月号に掲載する予定です。

数字（）は女性

Q1　あなたは、今どこに住んでいますか。

東　京　都 19（12〉 神奈川県 7（6） 茨　城　県 埼　玉　県 2（4）

千　葉　県 1（4） 静　岡　県 （1） 新　潟　県 8（5） 松　　　代 1（1）

上　　　越 3（1） 中　　　越 2（1） 下　　　越 2（2） 上記以外 4（2）

Q2　あなたの家庭内の続柄は。

長男・長女 25（18） 二男・二女 11（10） 三男・三女 4（6） 四男・四女 1無

Q3　あなたの職業は何ですか。

学　　　　　生 6（9） 自　　営　　業 2（1） 公　　務　　員 2（1）

会　　社　　員
（事務系営業）

11（12） 会　　社　　員
（技能工・工員）

15（6） 農　　　　　業

そ　　の　　他 5（5） その他　◎＝男性　○サービス　（1）

　〇二女性　○販　売　　（1）
○スチュワーデス訓練生　（1）

Q4　親（家）の職業は何ですか。

農　　　業 22（21）　商　工　業 4（3） サラリーマン 5（6） そ　の　他 10（3）
無回答

（1）

Q5　松代町に、ヨ・るさととしての魅力を感じますか。

感　　ず　　る 27　（23） 　　　　、どちらかといっと
感ずる

11　（8）

　　　　、どちらかといっと
感じない

1　（1） 感　じ　な　い 1 無回答1（2）



IllIIII”IIll”II”IIlliII“IIII”llIll”iIIIIIll”IIllこうほう・まつだい（62．5月号）“Illl”IlllIIll”II“Illl”IIIllIIIII“IIllIIIIIllllIIIII“II“IIIllIII”IIll川III””1”III川llllllIll”III”IIIllIIIllIII“IIllIIIIII“IIIliII“181111111111111“IIIII

Q6　あなたは、松代町にいる家族に対してどのようなイメージを持っていますか。
　　次の中からあなたの考えに最も近いものを1つだけ選んで下さい。

あかるい （1） あたたかい 21（24〉 おだやか 17（7） 楽　し　い

賑やかな 1 冷　た　い 暗　　　い 重苦しい

ばらばら 1 特になし 1 無回答　（2〉

Q7　自分の進路や将来のことについていつ頃決定されましたか。

小　学　生 1 中　学　生 6（6） 高校1年 2（1〉 高校2年 5（7）

高校3年 20（16） 大　学　生 （1） そ　の　他 5（1） 未　　　定 2（2）

Q8　進路を決定するとき誰の意見を最も参考にされましたか、1つ選んで下さい。

父 7（4） 母 4（5） 兄　　　弟 1（3） 先　　　生 10（10）

友　　　人 3（4） そ　の　他 14（5） 自分できめた 1 無回答　1（3）

Q9　都会に出て行くと決めた理由は何ですか。
　　次の中から最も近いと思うものを1つ選んで下さい。

松代町に適当な職場がないから 18（12）

都会生活にあこがれたから 3　（2）

自分の可能性を試したいから 6　（5）

上級学校に行くために 10　（7〉

松代町に住みたくないから（いやだから） （1）

親が都会に行けといったから 1　（1）

皆んな（同級生等）が都会に出て行くから

その他（具体的に）　◎二男性　○＝女性
　◎一度は親元をはなれてくらしてみたいと思ったから。

　○近くに技術を得るための学校がなかったから。
　○家の事情で。

　○自分のつきたい職業が県内になく埼玉県に1コしかなかったため。

　○松代町に住みたくなかったし適当な学校もなかったから

2　（5）

Q10都会に出て行くと決めたとき、両親はどのように考えていたと思われましたか。
　　次の中から最も近いと思うものを1つ選んで下さい。

松代町に残ってほしい 3　（4〉

自分の仕事を継いでほしい 2
いずれは帰って、親と一緒に暮らレてほしい 4　（3〉

できるだけ高い学歴をつけ、その学歴を生かしてほしい 1　（13）

自分の本当にやりたいことをやって生きてほしい 10（12）

安定した仕事について、安定した生活を送ってほしい 13　（1〉

将来のことは、全く子供の自由にまかせている 4
そ　の　他 2 無回答2（1）



”ll”1”1”1”1”II91“II”IIll”lll”llこうほう・まつだい（62．5月号）1”II川1“II川IIII”lll”Ill”llll”II”III”1”IIlll”IIllIII”IlllII“IIIIIIllIIlllIll”IIlllIIllll””IllIIll”III”IIllIII”II”liIIllIIllIII“II“liII”IIllIIlllllM”II“III“

Q11住んでいるところは次のうちどこですか。

社　　宅（寮） 15（20） 下　　　　　宿 （3〉 ア　パ　ー　ト 22（8）

自　　　　　宅 2　（2） そ　　の　　他 2　（1）

Q12勤め先（学校）までの通勤時間はどのくらいですか。

30分以内 25（26） 60分以内 13（7）

90分以内 2　（1） 120分以内

120分以上 1

Q13

Q14

　　　　　　　　　　鞠　　　　一．〆　　　　　　　　 ’
，
・9’し　　　　F

　　　　　　　　　　・・罫麹描．糎屡雛望…霧

　　　　　　　　　　　　拓．蒲、噛奪．∫貫・・犠 劉、臨』
　　　　　　　　　　鐡鰍騰朋，灘

　今までに転職したことがありますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無回答　3（4）

　あなたは現在住んでいる都会に対してどのようなイメージを持っていますか。

最も近いものを3つ選んでください。

変っていない 31（23） 1回変った 5　（6）

2回変った 1　（1） 3回以上変っている 1

に　ぎ　や　か 14　（8） めまぐるしい 8　（12） 華　　や　　か 9　（2）

き　　れ　　い 3　（2） さわがしい 16　（9〉 自由がある 11（13）

殺伐としている 2　（4） お　し　ゃ　れ 3　（2） けばけばしい 4　（2）

明　　る　　い 3　（6） 暗　　　　　い 2 汚　　な　　い 10　（5）

暖　　か　　い 4　（2〉 冷　　た　　い 5　（4） 楽　　し　　い 3　（10）

色々な面で便利 1 無回答　4（2）
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Q15将来どこに住みたいと考えていますか。

現在住んでいる街（周辺も含む）に住みたい 8　（14）

松代町へ帰りたい 6　（3）

どちらとも決めていない 27　（16）

そ　　の　　他 （1）

Q16　Q15で2・3と答えた方におたずねします。

　　次のうちどういう状態になったとき、松代町へ帰ることになりますか。いくつでも該

　　当するものに○印をつけて下さい。　（複数回答）

都会での生活に自信がなくなった 4　（7）

会社が倒産し、失業したとき 2　（1）

親の面倒をみなければならなくなったとき 9　（6）

学校を卒業したとき （2）

家業を継がなければならなくなったとき 1　（1）

松代町に勤める場所ができたとき 11（9）

その他（具体的に）　◎＝男性　○二女性

　○松代町でなくても家からの通勤が可能な地域につとめる場所ができればか

　　えりたいと思う。

　◎松代を拠点とした農業等の経営ができると判断したとき

　◎通勤できれば帰1）たい。

　◎山菜が出はじめるとき

　◎自分が結婚して子供ができたとき

　◎もっと活気が出、自分の行ったことだけのものが返ってくるような町にな

　　ったとき

　◎親が一生松代にいる場合、又は親が松代以外はだめだといったばあい

　◎誰でもいつかは生まれたところに帰るから

13　（1）

Q17今結婚を前提とする理想の相手がいますか。

い　　　　　る 5　　（3） い　　な　　い 36　（31）

Q18結婚についての悩みごとは誰に相談しますか。 （複数回答）

両　　　　　親 9　（7〉 親　　　　　戚 友　　　　　人 21（27）

先　輩・上　司 5　（2） 誰にもしない 1 無回答　5（1）



lII川II“”II”IIll　ll　IIII”III”II川IIllこうほう・まつだい（62．5月号）IIII”III川ll”IIII”II”III”lllll”III”II“Illll”II”IIlllIlllII”1”II”IIIlllIIIIIll”III”III”IIIllIII”Ill”IIII”II”III”IIIllIIIllIII”III“IIIllIII”IIllIIIllIIIIllIIIIIII

Q19恋愛と見合いのどちらを望みますか。

恋　　　　　愛 27（22） 見　　合　　い （1）

どちらでもよい 13（11） 無回答　1

Q20相手を選ぶ場合の基準は何ですか。　（2つまで選んで下さい）

職　　　　　業 3　（2） 人　　　　　柄 34　（34〉

年　　齢　　差 3 外　　　　　見 6　（2〉

学　　　　　歴 生　　活　　力 14　（24）

その他（具体的に） ◎＝男性 （つ・＝女性 4　（2）

◎自分と考えがあうかどうか

◎自分につくしてくれる人

◎自分でいいと思ったら

○自分のやン）たいことをしていて目が死んだよう

になっていなくて自分に対して正直で素直な人

○養子にきてくれるかどうか 無回答　2

　 R§へ
o　　　　　ゆー】』

　『’薬
ぜヨ　　　ヤ

甥騰

々

Q21結婚後、家族との同居についてどう思いますか。

同居してもよい 16　（15） 同居したくない 4　（7）

どちらでもよい 21（12）

Q22松代町から結婚の話があって、相手が自分に合った方である場合にどうしますか。

　　（女性の方のに）

松代町に帰って結婚してもよい （14）

松代町に帰りたぐないのでことわる （7）

その他（具体的に）　◎＝男性　○＝女性

　○今のところ結婚の意志はない

　○口うるさくてすぐにウワサになったりつき合いが大変でいやだから

　○わからない

　○そういう人がいるとは思えない

　○両親と相談したうえで

　○松代町に帰1）たくないというわけではないが、結婚しても働くつもりなの

　　で自分の仕事をつづけられるようなら考える。

（9）

無回答（4）
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Q23　若人の定着できる町にするため、商工業を発展させ就労の場の確保が重要と思われ

　　ます。次のうち最も必要と思われるものにOをつけて下さい。

商店街の近代化をすすめ客の二一ズに答える 1　（1）

大型店（デパート・スーパー等）の進出が必要である 7　（5）

積極的な企業誘致を図1）雇用の場を確保する 18　（16〉

現在町にある地場産業（企業）の育成に力を入れる 3　（4）

レクリェーション・レジャー施設の導入を図る 6　（5）

コンピューターなどの先端産業の誘致をすすめる 2　（1）

その他（具体的に）　◎二男性　〇二女性

　◎町のどんよりとした感じをなくすようにもっと生き生きと皆が生きるよう

　　になる事、形式はなくても良い。

　◎企業誘致を行い町の人口をふやす

　○研究施設等そなえた学園都市

3　（1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無回答　1（1）

Q24町の人ロは減っており、外部から人に来てもらうため、観光開発や地域開発を進め、

　　町の活性化を図ることが必要と思われます。次のいずれに力を入れたら良いと思いま

　　すか、2つを選んで○をつけて下さい。

松苧神社や城山・郷土資料館など既存の観光資源の整備をすすめる 6　（2）

山・川、風景など自然を活かし、観た1）参加する、観光に力を入れる 11（19）

温泉やスキー場など新たな観光資源の開発をする 25（19）

町の祭やイベントなどもっと盛大にした1）、新しいものを作る 8　（3）

ふるさと会員制度とか姉妹都市、貸別荘など都会の人との交流をすすめる 15（10）

民芸品や伝統芸能など町特有のものを振興させる 3　（7）

その他（具体的に）　◎＝男性　○＝・女性

　◎松代町に仕事を求めて人が集まるような工業（企業）の誘致をすすめる

　◎若人の二一ズに答えてテニスコートなどの設定

　◎国土計画に町民全員レジャーランドをつくってもらうようお願いする

　○今のままが良い

3　（1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無回答　1（2）

Q25松代町で四季おりおりの企画をしたら（例えば雪上カーニバル等）あなたは参加し
ますか。

参加する 5　（2） 行事の内容による 28　（26） 参加しない 5　（6） 無回答3
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Q26町に住む人や観光客の誘客のための文化福祉施設をつくることも考えられます。

　　次の各施設ごとに最も良いもの1つにOをつけて下さい。

　〔レジヤー施設〕

パチンコ、ゲームセンター 2
レジャーランド
　（総合的な遊園地など）

17（10）

ディスコテック （1） 映　　画　　館 2　（13）

自　然　公　園 18（9） そ　の　他 無回答3

〔スポーツ施設〕

テニスコー　ト 6　（7） ス　キ　ー　場 15（14）

フィルドアスレチック 6　（4） ゲートボールコート 1　（1）

総合グラン　ド 3　（1） 温泉プール 2　（3）

サイクリングコース 2　（2）
その他　○＝女性
　○トレーニング施設

3　（1）

無回答3（1）

〔文化教養施設〕

博物館（資料館） 7　（4） 図　　書　　館 5　（7）

文　化　会　館 11（10） 野外研修センター 14　（10）

そ　の　他 （1） 無回答4（2）

〔福祉施設〕

温泉保養所 18　（16） 老人ホーム 7　（2）

身障者施設 1　（1）
医　療　施　設
　（ヘルスセンター等）

12（11）

その他（具体的に）　◎一男性　〇二女性

　○町民や外部から来た人が安心するような総合病院のようなも

　の（内、外科だけでなく専門科医も常在するような病院）

（1〉

無回答3（3）
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9
▲
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9から柏崎常任理事、秋山町長、教務部菊池副部長弩

に
よ
り
　
学
生
教
職
員

間
の
理
解
と
信
頼
を
深

め
、
人
格
の
形
成
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
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し
て
建
設
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長
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県
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庄
（
埼
玉
県
）

に
も
あ
り
ま
す
。

　
ブ
ナ
の
林
、
豊
か
な

自
然
に
囲
ま
れ
た
閑
静

　
淡
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緑
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新
芽
が
そ
よ
風

に
そ
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五
月
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日
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田
大
学
側
か
ら
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崎
常
任
理
事
、
菊
池
教
務
部
副
部
長

は
じ
め
一
行
二
十
四
名
が
出
席
さ
れ

た
。
町
か
ら
は
秋
山
町
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、
関
谷
議

会
議
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、
地
元
有
志
、
早
稲
田
大
学

協
力
会
の
方
、
総
勢
五
十
余
名
が
、

二
百
七
十
度
に
展
開
す
る
素
晴
ら
し

い
眺
望
の
会
場
に
集
合
さ
れ
た
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セ
ミ
ナ
ー
・
ハ
ウ
ス
は
学
生
の
学

習
、
体
育
実
技
そ
の
他
　
　
　
海
擁
壌
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の
授
業
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は
課
外
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、

動
を
団
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活
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中
的
に
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境
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年
間
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通
じ
て
の
管
理
人

も
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置
さ
れ
た
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セ
ミ
ナ
ー
、
体
育
各
部
、
サ
ー
ク

ル
の
合
宿
等
、
学
生
が
通
年
訪
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
文
化
や
教
養
の
向
上

纈

離
蕪

が
期
待
で
き
る
。

　
新
し
い
拠
点
の
完
成
は
、
学
生
の

訪
れ
る
町
づ
く
り
の
当
町
に
と
っ
て

確
実
な
発
展
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ

り
、
喜
び
と
期
待
は
大
き
い
。

1蝉

囲炉裏と、クシ餅が大変好評だった
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§
、
・
』
■
≦
3
り
』
遷
ノ
』
■
≦
！
リ
ミ
、
’
り
§
♂
リ
ミ
3
リ
ミ
、
“
〕
韓
’
』
■
ζ
辱
ず
リ
ミ
．
“
〕
ミ
、
“
リ
ミ
．
．
・
リ
ミ
’
』
■
≦
ド
リ
ミ
．
．
・
リ
ミ
3
リ
ミ
∫
り
§
∫
リ
ミ
．
’
〕
§
．
．
・
ー
　
ミ
、
“
〕

協
力
の
輪
を
広
げ
る

　
　
　
　
蓬
平
城
山
観
桜
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
　
井
　
信
　
夫

．
．
一
リ
ミ
．
“
リ
ミ
．
“
ー
ミ
∫
ー
ミ
、
．
一
リ
ミ
！
り
§
ε
リ
ミ
．
“
リ
ミ
．
．
、
リ
ミ
、
、
’
嘘
ミ
∫
リ
ミ
、
、
一
リ
ミ
、
、
’
リ
ミ
、
．
一
リ
ミ
、
、
・
リ
ミ
．
、
・
リ
ミ
．
．
一
リ
ミ
．
．
・
鞠
ミ
♂
・
リ
ミ
．
．
一
ー
§
．
．
・
唾
ミ
．
．
・
リ
ミ
．
“

藪

獅
肇

長峰城の出城、蓬平城山で観桜する蓬平の人達

　
人
と
出
会
っ
て
知
り
合
え
ば
、
親

し
く
な
る
。
親
し
く
な
れ
ば
、
信
頼

が
生
ま
れ
る
。
信
頼
が
生
ま
れ
れ
ば
、

協
力
し
合
う
よ
う
に
な
る
。
協
力
し

合
う
よ
う
に
な
れ
ば
、
何
か
を
生
み

出
す
．

　
推
測
四
五
〇
年
の
歴
史
と
伝
統
を

も
つ
蓬
平
を
守
り
、
さ
ら
に
発
展
さ

せ
よ
う
と
、
村
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
懸
命
の
努
力
を
続
け
て
い
る
。

　
長
峰
城
主
牧
野
様
の
出
城
で
あ
っ

た
蓬
平
城
山
の
桜
は
、
今
年
は
見
事

な
満
開
と
な
っ
た
。
冬
季
の
長
い
出

稼
先
か
ら
帰
省
し
た
人
々
の
苦
労
を

ね
ぎ
ら
い
、
今
年
の
豊
作
を
祈
っ
て

村
人
総
出
の
観
桜
会
が
催
さ
れ
た
。

　
初
夏
を
思
わ
せ
る
さ
わ
や
か
な
風

に
ふ
か
れ
て
、
老
若
男
女
合
わ
せ
て

約
八
十
名
が
山
頂
広
場
に
参
集
し
た
。

　
食
べ
放
題
・
飲
み
放
題
、
炭
火
焼

き
の
鉄
板
で
豪
快
な
焼
肉
パ
ー
テ
ィ
。

　
蓬
和
会
（
蓬
の
活
性
化
に
つ
く
す

有
志
の
会
）
の
献
身
的
な
奉
仕
で
、

お
互
い
が
さ
ら
に
親
交
を
深
め
、
明

日
へ
の
意
欲
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た

う
れ
し
い
一
日
で
あ
っ
た
。

　
老
人
と
楽
し
く
語
る
若
者
た
ち
。

子
ど
も
を
抱
い
て
子
育
て
談
義
の
若

い
母
親
た
ち
。
父
親
と
笑
顔
で
話
す

子
ど
も
た
ち
。
カ
ラ
オ
ケ
の
マ
イ
ク

を
離
さ
な
い
学
校
の
先
生
方
。
そ
し

て
和
気
合
々
の
姿
を
た
の
も
し
そ
う

に
眺
め
て
杯
を
重
ね
る
村
の
先
達
。

　
お
互
い
を
信
頼
し
、
尊
敬
し
、
協

不
法
電
波
は
み
ん
な
の
迷
惑
で
す
。
特
に
次
の
不
法
無
線
局
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
　
●
不
法
パ
ー
ソ
ナ
ル
無
線
　
●
ハ
イ
パ
ワ
ー
市
民
ラ
ジ
オ

●
不
法
コ
ー
ド
レ
ス
電
話
。

　
不
法
無
線
局
の
開
設
、
運
用
は
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

力
し
合
え

る
人
間
関

係
を
築
く

こ
と
が
明

る
い
村
づ

く
り
の
基

で
あ
る
。

懸．譲

嚢

v

臨

銭

灘
繍
．

響

麟

欝

向って右から若井一雄さん、若井悦枝さん

若井ヨチさん、若井俊二さん
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箋
§
奪
§
奪
ミ
義
ミ
奪
§
ミ
§
§
ミ
ミ
ミ
§
§
ミ
ミ
§
ミ
ミ
§
ミ
ミ
§
ミ
§
§
ミ
ミ
奪
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
奪
ミ
§
ミ
§
ミ
馨
ミ
ミ
ミ
桑
ミ
奪
ミ
ミ
§
奪
ミ
奪
ミ
奪
ミ
§
ミ
§
ミ
謎

箋
§
奪
§
奪
ミ
毒
ミ
毒
§
嚢
ミ
奪
§
ミ
ミ
奪
ミ
奪
§
§
ミ
奪
ミ
ミ
ミ
§
ミ
奪
ミ
§
ミ
奪
ミ
奪
ミ
奪
§
毒
§
奪
ミ
ミ
ミ
奪
§
奪
ミ
ミ
ミ
§
§
§
ミ
“
奪
ミ
奪
§
ミ
ミ
§
§
ミ
§
秘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
日
和
は
ど

萱
ぶ
き
の
家
と

　
　
　
　
山
菜
ツ
ア
ー
民
宿
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ぶ
こ
ざ
き
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
日
（
五
月
二
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
へ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

ツァーの人たちに山菜料理を説明する石沢セイさん

灘紛齢紛灘蹴聯伽鱒灘翻聯鯉灘伽灘耀

　
　
　
春
の
霧
が
だ
ん
だ
ん
濃
く
な

る
：
：
：

　
東
京
八
王
子
市
か
ら
六
名
、
埼
玉

八
潮
市
か
ら
三
名
、
上
尾
市
か
ら
二

名
、
新
潟
市
か
ら
二
名
、
糸
魚
川
市

か
ら
四
名
、
上
越
市
か
ら
二
名
の
計

十
九
名
の
山
菜
採
り
ツ
ア
ー
（
や
ぶ

こ
ざ
き
の
会
主
催
、
会
長
、
小
野
島

哲
雄
、
会
員
十
八
名
）
の
一
行
は
、

五
月
三
日
午
後
零
時
半
す
ぎ
、
芝
峠

き
の
こ
園
、
き
の
こ
ハ
ウ
ス
に
集
合

し
た
。

　
ハ
ウ
ス
の
二
階
で
自
己
紹
介
や
、

日
程
の
打
ち
合
わ
せ
の
後
、
山
タ
ケ

ノ
コ
汁
や
、
焼
き
シ
イ
タ
ケ
な
ど
に

舌
づ
つ
み
を
う
ち
、
自
然
乾
燥
の
コ

シ
ヒ
カ
リ
の
に
ぎ
り
め
し
は
飛
ぶ
よ

う
に
売
れ
た
。

　
外
は
濃
い
霧
が
、
淡
い
ブ
ナ
の
林

を
見
せ
か
く
れ
し
て
い
た
。

　
腹
ご
し
ら
え
を
し
た
後
、
五
、
六

名
の
班
に
分
か
れ
、
山
菜
採
り
に
と

霧
の
中
へ
消
え
た
。

　
二
時
間
ほ
ど
山
菜
採
り
の
後
、
大

山
温
泉
へ
と
足
を
運
び
汗
を
流
し
た
。

　
山
菜
パ
ー
テ
ィ
ー
の
会
場
と
な
っ

た
若
井
利
春
さ
ん
（
蓬
平
）
宅
の
外

燈
に
照
ら
し
だ
さ
れ
た
道
端
の
雑
草

は
春
の
雨
に
ぬ
れ
、
美
し
い
姿
を
見

せ
て
い
た
．

　
二
十
余
種
類
の
山
菜
料
理
や
地
酒
、

果
樹
酒
（
三
種
類
）
鯉
料
理
な
ど
、

松
代
ひ
ま
わ
り
会
（
会
長
石
沢
セ
イ

さ
ん
（
海
老
）
と
関
谷
ミ
ツ
さ
ん
（
松

代
）
若
井
ヨ
チ
さ
ん
（
蓬
平
）
の
応

囲炉裏がなつかしいね…、八王子の姉妹

援
を
得
て
、
十
、
十
七
、
五
畳
二
間

い
っ
ぱ
い
に
並
べ
ら
れ
た

　
料
理
は
一
品
一
品
紹
介
さ
れ
、
お

客
様
は
目
と
舌
で
納
得
さ
れ
て
い
た
。

　
ッ
ア
ー
の
皆
さ
ん
は
、
天
井
の
高

さ
、
材
料
（
樫
の
サ
シ
）
大
き
さ
に

驚
か
さ
れ
て
い
た
。

　
ま
た
た
び
酒
な
ど
が
酌
み
交
わ
さ

れ
、
山
菜
料
理
や
生
活
様
式
な
ど
話

は
つ
き
な
い
。
カ
ラ
オ
ケ
が
高
い
天

井
に
響
い
た
。
民
宿
の
受
け
入
れ
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
1
7
ペ
ー
ジ
ヘ
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総
ぺ
ー
ジ
よ
り

れ
る
方
も
参
加
さ
れ
宴
は
盛
上
り
、

三
時
間
半
は
過
ぎ
た
。

　
ワ
ッ
ツ
ァ
バ
（
薪
）
は
心
地
よ
く
燃

え
、
ジ
ロ
（
囲
炉
裏
）
の
回
り
に
は

い
つ
の
間
に
か
、
四
人
、
五
人
と
人

が
集
ま
り
山
菜
会
議
と
な
っ
た
。
利

八
の
お
母
さ
ん
（
利
春
さ
ん
の
お
母

さ
ん
）
は
今
日
は
忙
し
か
っ
た
の
で

鉄
び
ん
の
顔
を
洗
う
の
を
忘
れ
た
あ

…
…
と
冗
談
を
い
い
、
皆
を
笑
わ
せ

た
。　

午
後
八
時
半
過
ぎ
パ
ー
テ
ィ
ー
は

幕
ご
な
り
、
車
は
民
宿
先
の
会
沢
、

松
代
両
部
落
へ
と
向
か
っ
た
。

　
蛙
の
歌
を
聞
き
な
が
ら
床
に
入
ら

れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
二
日
目
の
四
日
は
、
雪
一
つ
な
い

青
い
空
と
な
っ
た
。

　
早
稲
田
グ
ラ
ン
ド
（
蒲
生
）
ブ
ナ

林
散
策
を
し
、
松
代
城
跡
で
昼
食
と

な
っ
た
。

　
湯
沢
の
駅
で
秋
の
き
の
こ
ま
つ
り

に
再
会
を
約
束
し
、
何
時
ま
で
も
手

を
振
っ
て
い
た
。

　
参
加
者
は
当
初
予
想
し
た
人
数
よ

り
、
や
や
少
な
か
っ
た
も
の
の
町
内

め
ぐ
り
な
ど
中
味
の
濃
い
ツ
ア
ー
と

な
り
、
好
評
で
あ
っ
た
。

　
会
員
の
方
々
は
、
来
春
へ
の
期
待

地
区
の
活
性
化
な
ど
、
今
後
の
活
動

に
向
け
て
、
さ
ら
に
自
信
を
高
め
ら

れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
ご
苦
労
様
で
し
た
。

〕
〕
う
3
〕
〕
3
3
∋
3
〕
≧
3
∋
3

　
　
松
代
の
名
物
に

　
　
　
　
　
　
山
菜
を
楽
し
む
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
帰
り
コ
ー
ス

　
ー
松
代
ひ
ま
わ
り
会
1

3
3
3
〕
∋
釦
∋
∋
釦
∋
∋
3
∋
〕
≧

　
　
　
　
　
　
繋
、
’
罰
P

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
類

　　酵P、＾漏’必、、』『耀

43種類の山菜が調理され、25種

　
　
　
脇

．
轟

　
松
代
町
ひ
ま
わ
り
会
主
催
（
会
長

石
沢
セ
イ
さ
ん
会
員
十
八
名
、
、
当
日

の
参
加
者
十
五
名
）
に
よ
る
第
九
回

目
の
山
菜
を
楽
し
む
会
（
会
費
大
人

二
千
五
百
円
・
小
人
千
五
百
円
）
が

五
月
十
日
の
日
曜
日
町
総
合
セ
ン
タ

ー
で
正
午
か
ら
開
催
さ
れ
た
。

　
参
加
者
は
東
京
・
埼
玉
県
方
面
か

ら
二
十
六
名
、
新
潟
市
を
始
め
県
内

の
十
四
の
市
か
ら
百
三
十
名
、
分
水

町
な
ど
四
町
村
か
ら
二
十
名
、
地
元

か
ら
十
六
名
合
わ
せ
て
百
九
十
三
名

の
盛
大
な
会
と
な
っ
た
。

　
四
十
三
種
類
の
山
菜
が
調
理
さ
れ
、

二
十
五
種
類
の
料
理
が
テ
ー
ブ
ル
を

賑
わ
し
た
。

　
ア
ン
ニ
ン
コ
酒
、
マ
タ
タ
ビ
酒
、

　
、
．
一
一
一
一
．
＝
．
．
ロ
．
麿
胴
．
＝
昌
．
．
．
．
一
一
＝
辱
．
一
．
．
一
一
一
・
．
．
一
．
一
一
甲
＝
一
甲
一
願
一
一
．
璽
璽
．
．
．
．
一
．
一
・
．
．

　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
口

ト
コ
ロ
酒
を
始
め
白
酒
に
清
酒
が
ふ

る
ま
わ
れ
、
美
味
し
い
く
の
声
が

連
発
し
て
い
た
。

　
ひ
と
し
き
り
続
い
た
山
菜
の
話
も

ひ
ま
わ
り
会
の
紹
介
や
、
カ
ラ
オ
ケ

や
、
踊
り
に
か
わ
り
、
初
夏
の
半
日

を
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
ん
で
い
た
。

　
こ
の
会
も
九
回
を
数
え
、
松
代
町

の
名
物
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
会
場
等
の
関
係
で
百
余
名
の
方
の

参
加
を
断
る
こ
と
に
な
っ
た
。
来
年

は
少
林
寺
（
松
代
）
で
開
催
の
予
定

で
あ
る
。

　
松
代
ひ
ま
わ
り
会
の
方
々
大
変
ご

苦
労
さ
ま
で
し
た
。
今
後
一
層
の
ご

活
躍
を
期
待
し
ま
す
。
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1ご存知ですか・検察審査会　l

l　皆さんの周囲でも、交通事故・詐欺・おどしな　～

1どの被害にあって警察や検察庁に訴えたが、そのl
l事件を裁判にかけてくれない（これを「不起訴処1
～分」といいます。）ので、どうも納得できない、こ　複

圭んな不満をお持ちの方はいませんか、泣き寝入り　l

lしないで、下記検察審査会事務局に遠慮なくご相　1

乳談ください。　　　　　　　　　　　　　　　l
l　検察審査会は、選挙権を有する国民の中から、　l

l　「くじ」で選ばれた11人の審査員が国民を代表しぜ

｛住民として健全な良識に従って、検察官の不起訴l
i処分を調べなおしてくれる民主的な国の機関です。l

l　審査の申立てには費用は一切かかりませんから　l

lお気軽にご利用ください。　　　　　　　　　　　1

～　　　高田検察審査会事務局　　　　l
l　　　　　　上越市大手町1－26　　　　　　　1
｛　　　　　　新潟地方裁判所高田支部構内　　　　～

｛　　　　　　電話0255（24）5160番　　　　1
9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『
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私

の
故
郷
松
代

　
私
は
U
タ
ー
ン
と
い
う
事
で
こ
の

よ
う
な
原
稿
を
頼
れ
て
い
ろ
い
ろ
と

考
え
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
と
い
う

の
も
私
自
身
が
U
タ
ー
ン
と
言
う
事

を
改
め
て
知
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た

か
ら
で
す
。
大
体
何
故
U
タ
ー
ン
し

て
き
た
か
ら
と
い
っ
て
こ
れ
程
騒
が

れ
る
の
か
不
思
議
だ
と
思
え
て
な
ら

な
い
の
で
す
。
そ
ん
な
自
分
が
何
を

書
け
ば
よ
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が

最
近
感
じ
た
部
分
を
書
い
て
み
よ
う

と
思
い
ま
す
．

　
ま
ず
第
一
に
高
校
を
卒
業
し
約
六

年
間
外
で
働
い
て
き
た
訳
だ
が
や
は

り
外
で
生
活
し
一
人
（
こ
の
点
が
重

要
な
事
だ
が
）
で
暮
ら
し
た
事
は
私

に
と
っ
て
本
当
に
意
味
あ
る
事
だ
っ

た
と
思
え
ま
す
。
と
い
う
の
も
こ
の

事
は
私
に
そ
れ
な
り
の
経
験
や
知
識

を
与
え
て
く
れ
た
と
思
え
る
か
ら
で

す
。
そ
ん
な
環
境
が
松
代
に
あ
れ
ば

最
高
だ
と
感
じ
ま
す
。
人
口
過
疎
化

が
進
ん
で
い
る
中
で
そ
れ
を
望
む
事

池
田
正
明

　
　
　
　
　
（
莇
平
）

は
む
な
し
い
と
思
え
る
事
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
自
分
の
生
ま
れ

故
郷
で
暮
ら
し
た
く
な
い
と
言
え
る

人
は
い
な
い
と
信
じ
た
い
で
す
。
だ

か
ら
と
い
っ
て
私
に
何
が
で
き
る
か

と
考
え
て
み
て
も
何
が
で
き
る
訳
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
自
分
が
口

惜
し
い
時
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
何

故
か
そ
ん
な
風
に
考
え
て
し
ま
い
ま

す
。　

第
二
に
私
は
こ
の
松
代
が
好
き
で

す
。
住
ん
で
い
る
人
達
が
好
き
で
す
。

確
か
に
あ
る
人
か
ら
み
れ
ば
活
気
が

な
い
、
若
者
が
少
な
い
、
施
設
等
が
少

な
い
、
娯
楽
が
少
な
い
等
々
と
悪
い

点
が
み
え
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
が

私
に
は
あ
っ
て
い
る
と
思
え
る
の
で

す
。
他
人
の
口
、
他
人
の
目
、
特
に
こ

の
地
で
は
気
に
な
る
か
と
思
え
ま
す

が
、
私
に
と
っ
て
は
そ
の
よ
う
な
考

え
が
う
か
ば
な
い
の
で
す
。
考
え
方

が
古
い
と
言
わ
れ
れ
ば
そ
れ
ま
で
で

す
が
私
の
よ
う
な
年
で
そ
ん
な
考
え

を
持
っ
て
い
て
も
い
い
で
は
な
い
か

と
思
え
ま
す
。
そ
れ
な
り
に
満
足
し

楽
し
く
や
っ
て
き
て
い
る
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
他
人
の
口
他
人
の
目
な

ど
気
に
せ
ず
自
分
の
思
っ
た
事
を
や

っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
話
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た

が
私
は
や
は
り
松
代
が
好
き
な
の
で

す
。
こ
れ
か
ら
ず
っ
と
こ
こ
に
暮
ら

し
て
行
く
つ
も
り
で
す
。
そ
の
為
に

も
松
代
と
い
う
所
が
さ
び
れ
ず
よ
く

な
る
（
本
人
は
こ
の
ま
ま
が
い
い
と

思
っ
て
い
る
）
事
を
期
待
し
ま
す
。

＆

1
副
川

ぺ一
’
一、

ぎ
吃
＝
一
一
曹
．
呂
一
…
．
．
昌
＝
一
一
嘗
．
昌
＝
冒
．
昌
一
…
．
昌
＝
冒
．
盆
＝
一
冒
．
昌
一
一
冒
．
盆
－
一
＝
一
畠
＝
署
．
昌
一
一
冒
．
昌
一
一
冒
．
晶
一
…
｝
．
≡
一
響
．
昌
一
一
一
一
・
≡
…
ム
＝
一
一
冒
。
盆
＝
一
7
昌
≡
Σ
一
一
一
冒
・
昌
≡
マ
昌
＝
F

㎜
松
代
町
連
合
青
年
団
㎜

㎜
理
事
会
開
催
さ
れ
る
㎜

瓢
一
＝
冒
・
一
一
一
一
一
7
呂
＝
冒
・
盆
一
一
一
7
盆
－
一
響
△
一
一
一
一
｝
・
轟
＝
一
7
昌
＝
冒
ム
＝
一
冒
・
呂
＝
一
7
盆
一
3
7
昌
3
冒
・
畠
＝
一
マ
昌
＝
＝
ム
一
一
＝
7
盒
一
一
一
X
一
－
一
一
－
・
昌
一
＝
7
昌
一
一
一
冒
ム
一
一
一
一
7
含
一
一
一
7
昌
一
一
霊
蝿

　
灘
獲
灘
翻
繋
織
燃
氷
躍
欝
糠
．

『
総
畿
鞭
灘
撫
…
権
灘
繊
懇
．
灘
繋

麓
醗
雛
｝
醐
鍵
灘
嚢
羅
、
羅
㎜
難

薩
鱒
灘
蕪
擬
欝
羅
糞
曇
参
魏
麟

錐
懲
叢
翻
難
蹴
．
・
幾
雛
馨
・
灘
麟

繋
ー
糊
鑑
瓢
套
灘
繋
“
鱗
ー
嶽
灘

麟
瀬
類
類
薦
ぽ
膿
⑳
磯
嚢
鐙
謬
獺
鋤
、

趨
蓬
．
開
穰
懸
総
謙
縷
擬
。

　
例
年
、
理
事
会
は
、
青
年
大
会
参

加
団
体
の
説
明
会
を
以
っ
て
理
事
会

と
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
本
来
の

活
動
は
途
絶
え
が
ち
で
し
た
。
そ
ん

な
中
で
、
昨
年
よ
り
、
各
地
区
代
表

に
参
加
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
多

数
の
同
意
が
得
ら
れ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
事
務
局
の
運
営
の
不
慣
れ
も

あ
り
、
そ
の
後
立
ち
消
え
と
な
り
ま

し
た
。
他
方
、
公
民
館
を
中
心
と
し

た
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
は
、
多
数
集

ま
り
、
今
年
よ
り
、
「
元
気
会
！
」
と

し
て
、
中
心
メ
ン
バ
ー
が
引
き
続
き

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
活
動
に
対
す
る
関
心

が
強
い
中
で
、
連
合
青
年
団
が
上
手

く
、
呼
応
出
来
る
か
ど
う
か
手
腕
が

試
さ
れ
た
理
事
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
概
要
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
活
動

計
画
の
中
で
、
八
月
二
十
三
・
二
十

四
日
に
松
之
山
町
と
共
催
、
「
元
気
会

！
」
後
援
で
交
歓
会
を
予
定
、
又
サ

ー
ク
ル
「
わ
っ
つ
あ
ば
」
の
指
導
の
も

と
、
転
作
田
を
利
用
し
て
稚
魚
の
飼

育
を
二
十
ア
ー
ル
行
い
、
農
業
祭
に

モ
ギ
店
等
を
予
定
。
又
、
大
豆
五
ア

ー
ル
程
を
大
平
、
赤
毛
農
園
（
代
表

・
相
沢
栄
一
）
と
の
契
約
栽
培
を
計

画
、
又
、
　
「
や
ぶ
こ
ざ
き
の
会
」
、

「
早
稲
田
交
流
会
」
　
「
七
夕
会
」
と

の
交
歓
会
を
予
定
。
他
に
、
看
板
の

作
製
等
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
既
存
す
る
団
体
と

の
交
流
を
通
し
て
新
た
な
発
想
の
場

と
し
て
、
玄
関
の
広
い
青
年
団
を
目

指
し
ま
す
の
で
、
ご
意
見
等
お
願
い

し
ま
す
。

　
（
事
務
局
　
役
場
内
・
高
橋
栄
子

　
次
回
各
地
区
役
員
紹
介
）
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鎌
幾
難
辮
難
鍵
縫
癖

繋
囲
蟹
幽
雛
麗
魑
第
鶴
囲
薩
認
臨
墨

文
化
財
は
あ
な
た
の
も
の
で
あ
り

　
　
そ
の
部
落
の
誇
り

　
儀
明
の
区
長
さ
ん
が
、
　
「
こ
れ
か

ら
持
っ
て
い
く
が
、
お
前
見
て
く
ん

ね
か
え
一
と
電
話
を
く
れ
ま
し
た
。

　
間
も
な
く
持
っ
て
来
ら
れ
た
の
は
、

え
ん
き
ょ
う
ニ
　
　
　
レ

延
享
二
丑
年
の
儀
明
村
絵
図
で
し
た
。

　
実
に
精
密
な
書
き
こ
み
で
す
が
、

残
念
な
こ
と
に
ボ
ロ
ボ
ロ
。
併
し
な

ん
と
か
し
た
い
。
市
川
表
具
屋
さ
ん

の
好
意
で
裏
張
り
が
成
功
し
て
見
違

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
町
史
の

表
紙
見
返
し
か
、
ど
こ
か
に
使
い
た

い
品
物
で
す
。
区
長
さ
ん
は
区
の
財

産
に
す
る
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
個
人
で
お
持
ち
の
も
の
で
、
ま
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
だ
す
ば
ら
し
い
の
が
出
る
気
が
し

ま
す
。
町
史
の
調
査
も
今
年
が
最
後
、

追
い
込
み
に
な
り
ま
し
た
。
郷
土
の

財
産
を
落
ち
こ
ぼ
さ
な
い
た
め
に
、

是
非
お
み
せ
下
さ
い
。

　
ド
ブ
ロ
ク
農
道

　
　
　
町
史
執
筆
員
池
田
利
八

県
道
認
定
　
昭
和
二
十
七
年
、
山
平
、

石
黒
村
間
で
現
状
の
道
路
で
は
県
道

認
定
に
悪
印
象
を
与
え
る
恐
れ
が
あ

る
。
何
と
し
て
も
既
定
事
実
を
作
ら

ね
ば
と
話
が
進
み
、
現
状
巾
員
六
尺

未
満
二
、
八
m
）
を
九
尺
（
三
m
）
に
、

こ
う
は
い
と
っ
か
く

勾
配
突
角
を
削
っ
て
線
形
改
修
を
す

る
こ
と
と
し
、
両
村
が
担
当
地
区
の

改
修
を
約
束
し
た
。

初
め
て
の
測
量
　
山
平
村
で
は
急
拠
、

救
農
事
業
や
積
寒
農
道
事
業
と
し
て

東
頸
城
地
方
事
務
所
に
要
請
し
た
。

　
そ
の
結
果
。
地
方
事
務
所
経
済
課

耕
地
係
の
技
師
数
名
が
現
地
泊
り
こ

み
で
測
量
を
行
い
、
昭
和
二
十
七
年

秋
に
完
了
し
た
。

　
役
場
で
は
こ
の
時
初
め
て
測
量
器

具
一
式
を
購
入
し
て
、
私
も
測
量
に

参
加
し
た
が
、
こ
の
お
蔭
で
測
量
技

術
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ド
ブ
ロ
ク
で
酒
宴
　
連
日
無
償
で
測

量
の
手
伝
い
を
し
た
地
元
の
皆
さ
ん

の
悦
び
は
大
き
か
っ
た
。
（
小
貫
、
寺

田
）
最
終
日
、
慰
労
を
兼
ね
て
悦
び

の
酒
を
汲
み
か
わ
す
こ
と
に
な
っ
た

が
、
当
時
は
清
酒
が
仲
な
か
手
に
入

ら
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
と
、
　
「
黒
姫

山
」
と
異
名
の
あ
っ
た
ド
ブ
ロ
ク
（
密

造
酒
）
を
苦
面
し
て
、

う
た
け宴

が
終
わ
っ
た
。

さ
さ
や
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
て
ん
は
つ

運
悪
く
　
と
こ
ろ
が
天
罰
て
き
面
。

そ
の
晩
、
税
務
署
の
計
画
的
な
密
造

酒
狩
り
が
山
平
全
村
で
大
々
的
に
行

わ
れ
、
各
部
落
と
も
寝
込
み
を
襲
わ

れ
た
。
小
貫
区
長
の
柳
友
次
郎
氏
は

酒
を
一
滴
も
呑
め
な
い
人
だ
っ
た
が
、

当
家
が
会
場
だ
っ
た
。
一
升
緻
の
底

に
洗
い
忘
れ
た
沈
澱
物
が
発
見
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。
仕
方
な
く
一
切
を
白

状
に
及
ば
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

ド
ブ
ロ
ク
農
道
　
こ
の
後
、
小
堺
浩

村
長
、
菅
井
政
隆
助
役
は
税
務
署
に

呼
び
出
さ
れ
て
、
こ
っ
ぴ
ど
く
お
叱

　
　
　
　
き
ゅ
う

言
を
戴
き
灸
を
す
え
ら
れ
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
道
の
関
係

者
の
問
で
は
「
ド
ブ
ロ
ク
農
道
」
の

愛
称
で
呼
び
な
ら
さ
れ
、
今
後
ド
ブ

ロ
ク
を
呑
む
と
き
は
一
滴
も
残
さ
ず

栂
は
洗
っ
て
証
拠
を
残
さ
ぬ
よ
う
に

と
当
時
は
公
開
で
き
ぬ
愉
快
な
密
約

迄
交
わ
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
清
酒

が
手
に
入
り
に
く
い
時
代
の
想
い
出

の
笑
話
で
あ
る
。

二
年
間
の
労
力
奉
仕

　
念
願
の
道
を
つ
く
る

　
　
ー
東
山
部
落
ー

　
　
　
　
　
　
鈴
木
益
蔵

東
頸
城
郡
は
、
か
つ
て
陸
の
孤
島

と
い
わ
れ
た
が
、
そ
の
又
孤
島
、
東

山
部
落
の
話

　
　
　
編
集
委
員
　
鈴
木
益
蔵

　
東
山
は
五
百
年
の
歴
史
が
あ
り
な

が
ら
、
外
界
と
結
ば
れ
る
の
は
歩
く

の
が
せ
い
ぜ
い
の
細
い
山
道
で
米
の

供
出
も
物
資
輸
送
も
す
べ
て
人
の
背

か
牛
に
頼
る
ほ
か
な
か
っ
た
。

　
四
キ
ロ
離
れ
た
海
老
ま
で
は
自
動

車
が
入
る
の
に
指
を
く
わ
え
て
見
て

い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
三
十
年
前
四
月
。
柳
幡
蔵
町
長
が

残
雪
を
踏
み
し
め
な
が
ら
部
落
を
訪

れ
た
時
、

自
動
車
の
通
る
道
　
コ
タ
ツ
を
囲
ん

で
町
政
を
話
合
う
九
戸
の
主
た
ち
は
、

小
型
自
動
車
が
通
る
道
を
つ
く
っ
て

ほ
し
い
。
こ
れ
が
唯
一
の
熱
い
要
望

だ
っ
た
。

　
こ
の
懇
談
以
後
、
昭
和
三
十
七
年

に
町
の
直
轄
事
業
と
し
て
、
け
た
た

ま
し
い
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
音
で
工
事

が
始
っ
た
．

　
東
山
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
貴

重
な
耕
地
が
潰
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、

積
極
的
に
用
地
を
部
落
で
負
担
し
合

い
、
九
戸
で
総
勢
三
十
人
か
ら
の
人

た
ち
が
出
動
し
た
。

　
予
定
路
線
に
潰
れ
る
耕
地
の
過
半

分
を
持
つ
海
老
部
落
の
人
び
と
の
協

力
も
見
落
せ
な
い
快
挙
特
筆
す
べ
き

こ
と
も
あ
っ
た
。

　
お
ら
が
村
ま
で
自
動
車
の
通
る
道

が
拓
く
ん
だ
。
東
山
の
人
た
ち
は
こ

の
願
い
一
途
に
二
ヶ
年
の
日
数
を
働

い
た
。
総
額
三
百
万
円
の
経
費
を
投

じ
た
道
は
幅
員
四
メ
ー
ト
ル
、
大
型

車
も
楽
に
通
れ
る
道
路
は
つ
い
に
昭

和
三
十
八
年
に
完
成
し
た
。

耕
運
機
の
歓
迎
　
晴
れ
て
完
通
式
の

日
、
柳
町
長
外
、
町
関
係
者
は
二
台

の
車
に
分
乗
し
て
こ
の
道
へ
乗
り
入

れ
た
。

　
部
落
の
入
口
で
は
手
に
日
の
丸
の

旗
を
も
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
出
迎
え

を
受
け
。
今
度
こ
そ
楽
ら
く
と
運
転

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
大
人
達
は
、

そ
の
耕
運
機
を
並
べ
て
の
出
迎
え
だ

っ
た
。

　
柳
町
長
は
部
落
民
の
明
る
い
表
情

に
出
迎
え
ら
れ
た
車
乗
入
れ
第
一
号

の
人
と
な
っ
た
。

　
九
戸
が
点
在
し
、
全
戸
が
農
業
世

帯
の
東
山
は
、
昭
和
三
十
七
年
に
電

話
が
ひ
か
れ
、
こ
ん
ど
は
道
路
が
完

成
し
た
。

　
頸
城
丘
陵
の
峰
々
を
指
呼
の
間
に

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　

み
る
町
最
東
南
端
の
む
ら
東
山
の
人

た
ち
に
私
た
ち
も
声
援
を
送
り
た
い
。

　
大
き
い
自
然
が
あ
る
東
山
。
文
化

の
光
の
さ
し
込
み
を
受
け
入
れ
つ
つ
、

ど
っ
し
り
腰
を
す
え
て
農
業
に
生
き

る
東
山
の
人
び
と
を
見
つ
め
て
い
き

た
い
。

　
　
（
石
沢
昌
美
著

　
　
　
　
　
海
老
郷
土
誌
参
考
）
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命
γ

￥て1

「

ノ

γ
レ

し
泉
へ
の
夢

，

「♪と

に

ンハ

年
　
皿
4
沢

熟
夫
手

ー
し
臨
は
、
！
期
の
強
、
菊
町
K
し

、

ザ
当
来
ゐ
乙
諮
聞
Ω
…
汽
断
　
は
、
…
・
0
溢

く
て
欠
窪
り
よ
ぜ
ん
で
し
κ
、
ル
戊

鎚
蘇
ザ
ぬ
求
ん
前
妾
凱
来
起
イ
…
の
万

，

鷲
町
で
匪
ど
の
く
ウ
豆
葉
む
な
Ω
竃

と
％
、
ん
ね
…
乙
…
胸
い
ぜ
ゆ
く
｝
の
く
一
L
皿
黍

だ
ぜ
う
一
イ
刎
宏
路
肥
く
』
臥
銅
川
涌
一
す
毎

う
に．

1
．
1

．．

の、．

　つ

で
「
』
豆
穿
㎜
ず
（
。
一

騨一

『

一
砿
κ
町
⑳
匁
ぐ
の
入
…
達
餅
、
…
お

才
」
日
…
町
．
妊
ど
一
K
一
留
ハ
リ
…
物
K
皿
竹
身
）
㎜
穿
一

イ
日
町
畜
で
質
分
σ
豪
の
車
《
N

存
ど
で
衡
っ
ズ
い
た
…
廷
…
送
ゾ
ザ
…
、

し
一
、
戎
レ
ヤ

ー

厨
碧
通
し
長
ら
矛
軽
に
…
し

W
う
断
也
ぐ
ふ
・
ず
且
一
町
手
…
で
…
石
，
亘
峯
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

挺
蔚
拶
げ
『
で
博
皿
凶
狂
く
一
．

［
L
振
…
し
…

　
・
　
，
ユ
・

劃
困
レ
で
士
亘
町
n
協
グ
繍
う
鹿

κ
町
へ
れ
ぐ
ぐ
ん
の
八
ぜ
方
乙
．
嬰

冷
孟
〃
K
妊
か
払
鳥
P
4
…
す
。
…
惚
・

す
れ
ぱ
麓
代
町
ザ
挙
辰
レ
〈
み
応

工
蝪
脊
ど
副
匝
九
イ
豆
．
く
く
払
型
レ

ず
ケ
。
減
リ
続
匠
ね
松
狂
σ
人
亘

反
鮒
κ
壇
九
．
一
活
…
惚
の
…
訪
毎
町
瓦
一

．
て
め
く
る
妾
℃
レ
チ
〃
。
互
蝦
り
、

廿
で
協
あ
ケ
宴
払
ん
．
。
、
一
毎
斯
、
〃
毎

畢

出
雄
払
ぎ
K
行
グ
で
P
毎
人
蓬
養

妬
線
⑳
み
甜
ザ
ぐ
当
屈
哲
刻
）
K
獅

掛、

世
《
て
老
イ
…
省
、
…
お
久
渚
）
一
ん
擢
ー

悟
風
て
ぐ
盟
し
ぜ
っ
皿
《
豆
k
を
猛
1

わ
歩
髪
箸
伏
冬
老
一
啄
刻
ぐ
次
わ
っ
㎜
て
修

し
く
進
刈
㌧
ゼ
一
為
番
ラ
K
慨
勿
分
ぞ
博

紆
り
で
レ
キ
…
り
描
。
…
　
皿
皿
…
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

㎜
勧
妊
、
琵
越
九
　
K
丈
ん
”
糧
夢

k
ぐ
レ
て
Ω
言
、
。
吾
レ
、
ζ
n
℃

払
ぜ
歪
夢
K
炎
錫
セ
k
V
ワ
ど
瓦
紆
r

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朴

す
擢
リ
セ
豆
風
払
だ
わ
グ
L
畝
＆
旦
穿

す
。
…
笑
・
〃
レ
裟
ウ
虫
畜
鵬
択
膨
蕉

21

ぺ
ー
ジ
ヘ
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20

ぺ
匿
ジ
よ
り

町k盟有サろい

…
乃
．
悟
聚
し
い
診
占

也
レ
歩
P
て
｝
勝
1
わ
っ

㎜
で
お
k
皿
D
ゼ
乙
宙
対
…
ク

　
　
r
、
卜
｝
1
「
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
一

イ
・
」
D
一
才
一
イ
マ
o

！…

．
弘
越
弘
、
線
の
火
め
K
働
陽
U
ぞ
…
1）

ら
フ
…
レ
Ψ
一
ね
一
お
仔
渚
）
一
ん
一
、

…
そ
れ
路

　P　一
印『－

　曽
一，孕

　一　一　・
－一甲

／
H．．．一

　曹o
響，

　一　口
－一一

K
わ
…
K
捺
吟
ザ
庖
笹
．
豆
膝
娑
の
…
人
が

悟
鶴
・
矛
櫻
と
づ
配
D
…
を
イ
（
。
，

け
…
底
挫
去
・

　
曹
　
　
　
　
　
甲
　
　
　
　
　
り

血
化
ち
の
…
熈
狩
K
…
！
〉
…
k
V
イ
ル
毎
k
め
…
に
・
、

イ
雄
多
匠
星
く
…
贈
願
通
す
’
毎
「
王
わ
・
…
一
に
“

　
ロ
　
も
　
　
　
　
ロ
　
ヤ

ん
》
ぼ
ワ

皿
て
一
玄
惣
感
D
｝
マ
｝
，

　一　－
一一

お
～
い
元
気
会
！

頑

張

　
長
ら
く
低
迷
し
て
い
た
青
年
活
動

を
活
気
づ
け
よ
う
と
結
成
さ
れ
た
、

『
お
ー
い
元
気
会
！
』
が
、
い
よ
い

よ
本
格
的
な
活
動
に
乗
り
出
し
ま
し

た
。　

4
月
2
9
日
に
行
わ
れ
た
『
魚
つ
り

＆
バ
ー
ベ
キ
ュ
i
大
会
』
で
は
、
苧

島
の
川
原
を
舞
台
に
、
会
員
相
互
の

親
睦
と
志
気
を
高
め
合
い
ま
し
た
。

　
5
月
5
日
に
は
、
『
十
日
町
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
8
7
』
に

元
気
会
か
ら
二
組
が
出
場
し
た
。

『
危
険
地
帯
』
の
メ
ン
バ
ー
は
、
鈴

木
裕
之
・
関
谷
栄
治
・
五
十
嵐
保
・

樋
口
彰
・
樋
口
文
子
さ
ん
ら
の
五
名

ぞ

～
O

一
組
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
番
最
初

に
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
小

島
達
夫
さ
ん
の
『
O
Z
』
は
、
昨
年

新
潟
音
楽
祭
で
特
別
賞
を
受
賞
し
、

東
京
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
コ
ン
サ
ー

ト
活
動
を
行
う
と
い
う
実
績
を
生
か

し
、
当
日
会
場
に
集
ま
っ
た
人
た
ち

を
、
思
わ
ず
捻
ら
せ
て
し
ま
う
ほ
ど

の
ス
テ
ー
ジ
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た

終
了
後
、
元
気
会
会
長
の
菅
井
幹
男

さ
ん
は
、
「
松
代
の
仲
間
が
、
こ
ん
な

に
力
を
持
っ
て
い
る
と
は
知
ら
な
か

っ
た
。
こ
の
音
と
パ
ワ
ー
を
今
度
は

松
代
で
生
か
し
た
い
、
そ
し
て
、
小

島
達
夫
君
は
、
音
楽
の
面
で
か
な
り

鞭
灘
騰

の
実
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
の
で
、

元
気
会
で
全
面
的
に
応
援
を
し
て
行

き
た
い
一
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
若
い
仲
間
を
多
く
集
め
る
た

め
に
『
ビ
デ
オ
・
シ
ア
タ
i
』
　
（
ビ

デ
オ
を
使
っ
た
映
画
館
）
を
今
後
、

運
営
し
て
行
く
と
の
こ
と
で
す
。

　
元
気
会
に
一
層
の
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

654321 　
　
　
出
題
　
八
段
　
北
村
　
昌
男

團
　
●
ヒ
ン
ト
…
玉
の
逃
げ
道
を
と
ざ
す

　
　
手
法
。

　
　
7
分
で
1
級
、
4
分
で
初
段
。

　
　
　
　
　
　
持
駒
　
角
金
桂

二
三
四
五
六
七
八
九

銀

歩 正

乎 歩

角

辿 歩

，
婁
り
糞
』
『
葦
り
嚢
り
嚢
』
購
≦
蓬
』
『
韮
』
『
転
』
唱
≦
蓬
』
ツ
難
豊
睾
』

　
　
出
題
　
本
因
坊
　
武
宮
　
正
樹

圏　
　
白
先
生
き
・
7
手
ま
で

　
　
●
ヒ
ン
ト
…
隅
の
黒
二
子
の
攻
め
に

　
　
注
意
。

　
　
3
分
で
2
級
、
1
分
以
内
で
有
段

　
　
者
。

　　　瓠

1、一運が
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ア
　
　
　
　
松
代
町
の

汐
ン
　
　
　
野
鳥

　
　
　
　
　
　
ヨ
ク
　
　
シ
リ
贋
ズ
③

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ン
松
永
　
況

今
年
は
、
い
つ
ご
ろ
特
徴
の
あ
る
　
　
と
し
て
ミ
ヤ
コ
シ
ヨ
ウ
ビ
ン
が
お
り

　
キ
ヨ
ロ
ロ
ロ
…
…

　
　
キ
ヨ
ロ
ロ
ロ
…
…

と
い
う
声
が
聞
け
る
か
た
の
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
こ
の
鳴
き
声
の
主
は

　
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン

で
す
。
特
徴
の
あ
る
鳴
き
声
の
た
め

す
ぐ
に
お
ぼ
え
る
こ
と
が
で
き
る
鳥

の
一
種
で
す
が
、
姿
を
見
る
こ
と
は

む
づ
か
し
い
鳥
で
す
。
筆
者
自
身
二

〇
数
年
鳥
を
観
察
し
て
い
て
、
ア
カ

シ
ョ
ウ
ビ
ン
の
姿
を
見
た
の
は
、
二

回
位
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
二
回
と
も

東
頸
城
郡
で
、
松
之
山
町
と
松
代
町

で
す
。
こ
の
鳥
は
な
ぜ
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
と
言
い
ま
す
と
、

棲
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
、
う
す
暗
い

林
の
中
で
あ
る
こ
と
と
、
警
戒
心
が

強
い
こ
と
か
ら
で
す
。

　
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
を
分
類
し
ま
す

と
、
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
目
カ
ワ
セ
ミ
科
に

属
し
、
こ
の
仲
間
に
は
、
カ
ワ
セ
ミ
、

ヤ
マ
セ
ミ
が
お
り
こ
の
ほ
か
少
な
い

旅
鳥
と
し
て
未
通
過
す
る
仲
間
に
ヤ

マ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
迷
鳥
と
し
て
記
録
さ

れ
た
ナ
ン
ヨ
ウ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
絶
滅
種

ま
す
。
　
（
ミ
ヤ
コ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
は
日

本
に
標
本
が
一
点
あ
る
だ
け
で
す
。
）

　
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
の
方
言
は
、
松

代
町
で
は
ど
う
呼
ん
で
い
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
隣
り
の
高
柳
町
の
門

出
、
栃
ヶ
原
で
は
、
「
サ
ズ
エ
ド
リ
」

と
か
「
ミ
ズ
ア
ゲ
ド
リ
」
と
呼
び
、

松
之
山
町
で
も
同
様
の
方
言
で
呼
ん

で
い
る
よ
う
で
す
。
松
之
山
町
で
は

「
町
の
鳥
」
と
し
て
指
定
し
て
お
り
、

県
内
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
的
に
「
ア

カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
が
見
れ
る
町
」
と
し

て
有
名
で
す
。
ま
た
、
色
が
、
赤
褐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

色
で
ナ
ン
バ
ン
に
似
て
い
る
こ
と
か

ら
「
ナ
ン
バ
ン
ド
リ
」
と
呼
ぶ
と
こ

ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
全
国
的
に
は
、
あ
ま
り
多
く
な
く

新
潟
県
は
、
分
布
域
が
広
い
と
言
わ

れ
、
そ
の
中
で
も
、
松
代
町
、
松
之

山
、
黒
川
村
、
佐
渡
に
多
く
生
息
し

て
お
り
ま
す
。
新
潟
県
で
の
生
息
数

は
、
三
〇
年
位
前
と
現
在
と
で
同
じ

位
の
数
を
保
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
こ
れ
は
、
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
が

棲
む
と
こ
ろ
が
、
落
葉
広
葉
樹
林
や

針
葉
樹
、
亜
熱
帯
樹
林
と
な
っ
て
お

り
、
松
代
町
、
松
之
山
町
に
は
、
ブ

ナ
、
ナ
ラ
等
の
落
葉
広
葉
樹
林
が
多

い
こ
と
か
ら
、
生
息
数
が
多
い
も
の

と
思
い
ま
す
。
松
代
町
で
は
、
ブ
ナ

を
町
の
木
と
指
定
し
て
お
り
、
保
護

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ア
カ
シ
ョ
ウ

ビ
ン
が
渡
っ
て
く
る
も
の
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
最
近
ブ
ナ
の
林
が
切

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
近
い
将
来
、

ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
は
、
松
代
町
か
ら
、

姿
を
消
す
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

広
範
囲
に
し
か
も
、
大
面
績
の
ブ
ナ

林
を
今
か
ら
残
し
保
護
を
強
め
な
け

れ
ば
手
お
く
れ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
松
代
町
で
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
の
声

が
開
け
る
の
は
、
昨
年
の
観
察
か
ら

で
す
と
、
六
月
二
二
日
に
、
松
代
町

裏
側
の
、
源
太
川
付
近
で
最
初
に
聞

き
、
そ
の
後
松
代
中
学
校
の
裏
か
ら

少
林
寺
裏
付
近
で
鳴
き
声
が
開
け
ま

し
た
。
こ
の
ほ
か
、
ど
こ
か
別
の
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
し
え
て

く
だ
さ
い
。
筆
者
の
考
え
、
で
は
、
孟

地
、
中
子
方
面
、
室
野
方
面
、
莇
平

方
面
の
ブ
ナ
林
に
渡
っ
て
来
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
食
性
は
、
美
し
い
姿
に
似
ず
、
変

っ
た
物
を
食
べ
て
い
ま
す
。
　
（
人
間

が
変
っ
た
物
と
思
う
だ
け
で
、
ア
カ

シ
ョ
ウ
ビ
ン
に
と
っ
て
は
、
ご
ち
そ

う
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
）
主
に
両

生
類
つ
ま
り
、
カ
エ
ル
、
イ
モ
リ
、

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
で
、
こ
の
ほ
か
ザ

リ
ガ
ニ
、
カ
タ
ツ
ム
リ
を
、
木
の
上

か
ら
襲
い
か
か
っ
て
、
赤
い
大
き
な

嚇
で
捕
え
て
食
べ
ま
す
。

　
巣
は
、
樹
洞
や
崖
地
の
洞
穴
の
中

に
作
り
、
こ
の
よ
う
な
も
の
が
な
い

時
に
は
、
自
力
で
土
壁
や
朽
ち
木
に

穴
を
堀
り
営
巣
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
し
か
し
新
潟
県
で
は
、
蓄
殖
の

確
認
は
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

「
緑
の
国
勢
調
査
」
（
一
九
七
八
年
）

に
よ
れ
ば
、
b
ラ
ン
ク
で
蓄
殖
の
確

認
は
で
き
な
い
が
、
蓄
殖
の
可
能
性

が
あ
る
、
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
松
代
町
、
松
之
山
町
に
は
、
必
ず

蓄
殖
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
巣
穴
は
、
入
口
が
五
～
七
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
深
さ
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
、
縦
径
一
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

で
、
六
～
七
月
に
斑
紋
の
な
い
純
白

の
卵
を
五
～
六
個
産
み
、
雌
雄
で
交

代
し
て
抱
卵
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
他
の
鳥
と
ち
が
っ
て

交
代
は
少
な
く
一
日
中
に
二
～
三
回

惣．
研

ρ

7
　
　
　
　
　
　
　
　
■
q
㌔
ρ
・

ノノ
　
　
　
　
　
　
ロ

・
●

　
　
L

　
◎
　
o

　
　
　
　
O
ρ

位
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
雛
に
は
両
生
類
な
ど
の
ほ
か
、
バ

ッ
タ
、
カ
メ
ム
シ
、
マ
メ
コ
ガ
ネ
、

ゴ
ミ
ム
シ
な
ど
も
与
え
る
こ
と
が
観

察
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ず
こ
い
と
り

　
こ
の
鳥
は
一
名
、
　
「
水
乞
鳥
」
と

も
呼
ば
れ
、
古
歌
に
も
詠
ま
れ
、
伊

勢
集
に

「
夏
の
日
の
燃
ゆ
る
思
い
の
佗
び
し

　
さ
に
、
水
乞
鳥
の
音
を
の
み
ぞ
聞

　
く
」

と
あ
り
ま
す
。

　
も
う
少
し
で
、
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン

の
声
が
聞
け
ま
す
。
そ
し
て
、
緑
の

林
を
バ
ッ
ク
に
、
赤
色
の
鳥
が

　
キ
ョ
ロ
ロ
ロ
…
…

　
　
キ
ョ
ロ
ロ
ロ
…
…

と
鳴
く
姿
を
今
年
は
、
絶
対
に
観
察

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
参
考
ま
で
、
英
名
は
、
ジ
ャ
パ
ニ

ー
ズ
、
ラ
デ
ィ
、
キ
ン
グ
フ
ィ
ッ
シ

ャ
ー
ル
と
言
い
ま
す
。
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qaρ愈．
）’。

o
o〃

う傷
．
杏
6

＾

／
皇
，

夕悠

心一く1

〃

、
蘇
、

　
　
離

、

　　　　・、ぐどう擦ぞ偽ん

鷺
、

瞬

離
肇

　
　
　
　
　
　
脳

　
リ
ハ
ビ
リ
教
室
っ
て
な
あ
ん
だ
？

と
思
う
人
も
い
れ
ば
、
ど
っ
か
で
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
な
あ
、
と
思
う
人

も
い
る
で
し
ょ
う
。
さ
て
、
リ
ハ
ビ

リ
教
室
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　
正
確
に
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
教
室
と
言
い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
の
本
来
の
意
味
は
、
一
度

失
っ
た
権
利
や
資
格
ま
た
は
身
分
の

回
復
を
す
る
こ
と
で
、
一
般
に
は
、

　
「
社
会
復
帰
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
失
っ
た
心
身
の
機
能
を
回
復

し
一
人
の
人
間
と
し
て
社
会
生
活
を

営
む
こ
と
で
あ
る
、
と
理
解
し
て
よ

い
で
し
ょ
う
。
あ
る
い
は
、
機
能
訓

練
と
い
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
松
代
町
で
も
脳
卒
中
後
遺

症
の
あ
る
方
を
対
象
に
サ
パ
ビ
リ
教

，
室
を
開
講
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
簡
単
な
運
動
を
し
た
り
、
作
業
を

し
た
り
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
し

た
り
と
、
楽
し
く
仲
間
づ
く
り
を
し
撚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昂

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
斜

　
昨
年
秋
よ
り
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
鰍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齢

20

名
以
上
の
参
加
希
望
が
あ
り
ま
し
勲

た
。
そ
の
他
の
方
で
も
参
加
し
て
み
勲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勲

た
い
と
思
う
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
体
験
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

し
て
み
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
翻

》
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
備

力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
劃 烈

嬰
り
摯
り
馨
』
華
．
』
§
聖
』
≦
、
』
§
ノ
』
垂
、
リ
ミ
リ
ミ
、
』
§
．
』
藝
、
』
垂
、
』
≦
、
聖
〕
誕
、
』
彗
り
誕
』
壽
』
華
、
』
嚢
』
華
．
』
≦
．
聖
堕
ミ
リ
ミ
リ

　
　
子
供
を
取
り
巻
く
環
境
は
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
児
童
福
祉
法
四
十
周
年

　　　　　　　　　　　　　スタッフ
　　　　　（月1～2回）　　　　　　医師

　　　　　　　　　　　　　　国立療養所犀潟病院・作業療法

　　　　　　　　　　　　　　大島保健所保健婦

　　　　　　　　　　　　※詳しくは、松代町役場社会課衛生係
　　　　　　　　　　　　までお問い合わせ下さい。
M脚』附1』膠、耀’勲』r》㎜’』膠、鰍勲一』7囎』”、謝・』膨、講甲F』9、耀㌔勲1』7㎜』㎜1」■ハ鮒『一』㎜’」■《㎜P』甲鼎』㎜』脚1』”、酬勲』㎜FF・」■《㎜IF勲1」■《耀」■《棚勲・』M・』い耀F勲一勲1r』慶、柳㌔』慶、㎜』剛』7㎜・鰍・』

　
今
年
は
児
童
福
祉
法
が
制
定
さ
れ

て
四
十
年
目
の
年
で
す
。
こ
の
間
に
、

子
供
を
取
り
巻
く
環
境
は
ど
う
変
わ

っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
簡
単
に

見
て
み
ま
し
ょ
う
。

物
の
豊
富
さ
と
心
の
豊
か
さ

　
戦
後
の
物
の
な
か
っ
た
時
代
か
ら

は
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
、
生
活
用
品

は
ふ
え
ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
中
に

は
、
日
用
雑
貨
品
や
学
習
用
品
は
も

ち
ろ
ん
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
、
ス
テ
レ

オ
、
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
を
持
っ
て
い

る
子
も
い
ま
す
。

　
で
は
、
子
供
た
ち
の
心
は
、
物
の

豊
富
さ
に
比
例
し
て
、
豊
か
に
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

非
行
を
防
ぐ
家
庭
の
役
割

　
昭
和
五
十
五
年
ご
ろ
煽
ら
問
題
に

　
　
　
臓
　
　
・
　
な
っ
た
校
内

鞭
　
　
　
　
隷
　
　
門
暴
力
や
、
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
六
十
年
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
発
生
し
た

い
じ
め

こ
れ
ら
を
見

る
と
、
必
ず

し
も
心
は
豊

か
に
な
っ
て

い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

　
「
昭
和
六
十
一
年
中
の
少
年
非
行

等
の
概
要
」
　
（
警
察
庁
）
で
は
、
万

引
き
、
恐
喝
自
殺
が
増
え
た
と
報

じ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
非
行
を
防

ぎ
、
子
供
た
ち
の
心
の
揺
れ
や
悩
み

を
解
消
で
き
る
の
は
、
生
活
の
基
盤

と
な
っ
て
い
る
家
庭
と
い
え
ま
す
。

親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
多

け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
こ
う
し
た
問
題

は
少
な
く
な
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

コ
、
・
≧
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
福
祉
を

　
「
児
童
福
祉
法
」
の
理
念
は
二
つ

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
　
「
す
べ
て
国

民
は
、
児
童
が
心
身
と
も
に
健
や
か

に
生
ま
れ
、
且
つ
、
育
成
さ
れ
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と

と
、
　
「
す
べ
て
児
童
は
、
ひ
と
し
く

そ
の
生
活
を
保
障
さ
れ
、
愛
護
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
を
目
指

す
も
の
で
す
。

Q謎
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「
小
さ
な
灯
が
消
え
た
と
き
」

高
速
道
路
交
通
警
察
隊
吉
田

・
「
早
ぐ
自
動
車
を
と
ρ
て
エ
ー
」
、
、

と
何
徊
も
、
手
術
台
の
上
で
幼
い
男

　
　
チ
　
　
　
　
　
　
の

め
子
が
世
き
さ
げ
ん
で
い
る
。
三
〇

歳
を
過
ぎ
た
か
と
思
わ
れ
る
母
親
ば
、

・
そ
の
．
仔
に
す
が
る
が
ご
と
く
泣
き
な

が
ら
動
か
ぬ
よ
う
に
押
え
て
い
る
わ

医
師
は
、
子
供
の
左
足
の
膝
か
ら
下

　
　
　
　
　
　
　
き
ず
ち

を
切
断
す
る
為
、
ノ
ミ
に
木
槌
を
振

る
っ
て
い
た
。
骨
を
切
断
す
る
コ
ン

コ
ン
と
い
う
音
ば
、
手
術
室
を
い
っ

そ
う
悲
惨
な
も
の
に
し
て
い
た
ρ

　
さ
す
が
の
医
師
も
額
に
汗
を
ジ
ッ

ト
リ
と
浮
か
ば
せ
、
腕
の
ワ
イ
シ
ャ

ツ
で
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
作
業
を
続
け
て

い
た
。
い
ま
だ
、
自
分
の
足
に
車
の

車
輪
が
の
し
か
か
っ
て
い
る
も
の
と
、

そ
の
混
と
ん
と
し
た
意
識
の
中
で
も
、

木
槌
の
衝
撃
は
相
当
の
苦
痛
で
あ
る

の
か
倉
木
槌
が
ノ
ミ
を
打
つ
た
び
に
、

「
ギ
ャ
ア
ー
．
ッ
」
と
い
う
よ
う
な
悲

鳴
が
室
内
を
走
っ
た
。

　
全
身
麻
酔
で
も
で
き
な
い
の
か
、

あ
る
い
は
、
状
況
か
ら
、
そ
れ
が
幼

い
子
に
は
危
険
な
の
か
は
知
る
と
こ

ろ
で
は
な
か
っ
た
が
、
麻
酔
な
し
の

手
術
は
悲
惨
で
あ
り
、
む
ご
か
っ
た
。

穣

幼
い
子
は
、
手
術
の
約
一
時
間
後
に

外
傷
性
の
シ
ョ
ッ
ク
で
、
村
の
診
療

所
で
死
亡
し
て
し
ま
っ
た
。
小
さ
な

命
の
灯
は
消
え
た
。
悲
し
か
っ
た
。

今
か
ら
二
十
三
年
前
の
私
が
、
交

通
係
に
な
っ
た
ば
か
り
の
時
で
あ
る
。

村
の
県
道
脇
で
遊
ん
で
い
た
三
歳
の

男
の
子
が
、
自
宅
の
方
へ
横
断
し
よ

う
と
し
た
と
き
、
走
っ
て
来
た
大
型

　
現
場
検
証
の
際
、
男
の
子
の
祖
父

が
立
会
っ
た
り
そ
の
手
に
は
、
新
聞

紙
に
包
ま
れ
切
断
さ
れ
た
足
が
抱
か

れ
て
い
た
。
新
聞
紙
に
は
血
が
に
じ

ん
で
い
た
。
そ
し
て
、
顔
は
、
悲
し

み
と
苦
脳
に
満
ち
て
い
た
。
こ
の
事

故
は
、
道
端
で
遊
ん
で
い
る
幼
児
を

認
め
て
い
な
が
ら
、
徐
行
を
怠
っ
た

為
に
起
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
悲
惨
な
死
亡
事
故
を

幾
度
と
な
く
経
験
し
て
き
た
が
、
こ

の
事
故
ほ
ど
、
つ
ら
く
て
、
悲
し
い

も
の
は
他
に
無
か
っ
た
。
子
供
は
天

使
で
あ
る
。
事
故
の
中
で
も
、
特
に
、

子
供
の
事
故
は
絶
対
に
起
っ
て
ほ
し

く
な
い
。
こ
の
祈
る
気
持
は
、
あ
の

時
も
、
今
も
変
ら
な
い
。

o

誘
．
・
麟

、
，
「

　
、
儀

貨
物
自
動
車
の
左
前
輪
に
左
膝
か
ら

下
を
礫
か
れ
た
事
故
で
あ
っ
た
。

、
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
為
、
砂
利

道
の
路
面
と
タ
イ
ヤ
に
脚
が
は
さ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
い

れ
、
膝
か
ら
下
は
、
文
字
ど
お
り
壊

め
つ滅

状
態
と
な
り
、
切
断
よ
り
方
法
は

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
砂
利
道
の
路

面
に
は
、
小
石
が
一
面
に
血
で
赤
く

光
っ
て
い
た
．

N、　＼

自分だけは大丈夫と

　　　思ってはいませんか？

峠
蚕’

　　　こ

鋸
　　　『　　　■

　　じ　　　ロ

r－1’・ン

き

家齪轟齢睡愚盒・バイク組響心

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘でも．晴れた日と雨の日では

2て轟見通信が　　　黛評毒
・1蒙繋ればなら状　嘆、屡
漢繋一とくに架　礁肇，

移
蒜

のはもとより＼あなた自身が他のドライバー
から確認されにくくなっています。光る素材

を服に張るなどして、他のドライバーから見

つけてもらいやすくする工夫をしてください。

④天候が変わりやすいときは、防雨装備を万

　全に

　とくに長距離ツーリングなどのときは．雨

のしみにくい手袋．くつ．ウエアーなどを用

意し．雨から身を守るようにしてください。

状
況
の
変
化
を
知
ろ
う

羅蜘醐息5團…
　走り慣れた道でも．晴れた日と雨の日では

かなり状況が違ってきます。見通しが悪くな

る＼滑りやすい……など注意しなければなら

ないことがいろいろと出てきます。

　雨の日にバイクを運転するときは＼とくに

次の点に注意してください。

①車間距離は十分にとる

　雨の日は．いつものように短い距離では止

まれません。急ブレーキを踏まなくてすむよ

うに＼いつもより2倍の車間距離をとるよう

にしてください。

②カーブ手前では十分にスピードを落とす

　いくら走り慣れたカーブでも．晴れた日と

同じスビードでコーナリンクするのは危険で

す。控え目なスピードで曲がるようにしまし

よう。

③見られにくく、見えにくい

　雨の日は視界が悪いので前万が見えにくい
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　　　パート2

副璽躯る分

学年が変わる

親子の距離を測り直す時期

　中学生にとって学年が変わるということは、

大人が考える以上に大きな意味をもっています。

親べったりの世界を脱して自律の道へと向かう、

つまり思春期における成長の節目としての意味

をもっています。精神的には他律から自律への

ステップを着実に歩んでいます。親と子の心理

的な距離を測り直すのにふさわしい時期、それ

が学年が変わる時なのです。親がわが子の内面

的な成長に気がつかず、いつまでも子供扱いを

続けていると、親子間の心のきずなはやせ細っ

てしまいます。指示と命令を主とする大人と子

供の親子関係に終止符を打ち、大人同士の親子

関係への第一歩を踏み出すチャンス、それを学

年が変わる時期としてとらえてほしいと思いま
す。

■子供の成長に応じて親子関係の変化を

　小学校から中学校への進学は、子供たちをと

りまく生活環境に大きな変化をもたらします。

教科ごとに先生が変わるのをはじめ、友達も新

しくなり、毎年、クラス替えがあります。そし

て、高校進学が“射程距離内”に入ってきます。

1年から2年、2年から3年へと進むにつれて、

子供たちは新しい環境にもまれながら適応し、

成長していきます。

　さて、親の側はどうでしょうか。往々にして、

いつまでも子供扱いをしがちな場合が多いよう

です。子供は日々確実に成長しており、しかも

中学時代は急激な変化をしていく時期です。そ

れを、いつまでも小学生のころのイメージで接

していると、子供の心は親から離れていくばか

りです。親子関係は子供の成長に応じて変化し

ていくのが当然です。

■家庭運営は親子中心から夫婦中心に

　親子の心理的な距離を測り直し、新しい“間

合い”をとる　　具体的にはどんなことが考え

られるでしょうか。

　子供に対する呼び方を変える、例えば○○ち

ゃんと言っていたのを呼び捨てにするなどもそ

の一つ。また、家庭内の仕事や役割分担を組み

替えて、より高度な内容を受けもたせて自覚と

責任を意識させることもよいでしょう。さらに

は、それまでの親子関係優先から夫婦の関係を

中心軸とした家庭運営に切り替えていくことも、

忘れてはならない大切なことです。

　「今日の夜は、お父さんと出かける用事があ

るから、夕食は自分たちで食べて、後片付けも

きちんとしておいてね」

　「こんどの日曜日はお父さんの大事なお客さ

まが見えるから……」

　子供にしてみれば、自分のためには親が他の

ことを犠牲にして動いてくれて当然と思ってい

たのが、　「アレ？　なんか違うぞ…」という感

じを抱きはじめます。やがて、親には親の生活

があり、自分の生活は親と一体だと思っていた

がどうも違うらしい……自分の生活は自分で律

していかなくてはいけないということを考える

ようになります。

　一見、突き放しているようですが、かえって

そのことが、中学生という成長過程にある子供

との距離としてはちょうどよいのです。親も子

供を一人の人間として冷静に見られるようにな

り、子供にとっては、親のカサから出て一人歩

きを始める時期に当たっているからです。大人

同士の親子関係は、こうして始まるのです。

　　　　　家庭ケースワーク研究所所長
岩佐壽夫　　　　　東京都世田谷区教育委員会生活指導相談員

噸

、
脇㎞一

小
堺
明
日
香

山
岸
ユ
シ
ノ

宮
澤
　
ス
テ

高
橋
敦
子

市
川
　
一
郎

2
歳
儀
明
　
源
助

80

歳
蒲
生
神
手

88

歳
　
下
山
清
水

48

歳
　
田
澤
入
り

65
歳
松
代
喜
代
田
屋

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

若
山
　
悠
　
父
　
淳
　
母
加
代
子

　
　
　
　
（
二
女
・
室
野
・
津
浦
）

佐
藤
美
保
　
父
正
男
　
母
里
江

　
　
　
（
長
女
・
千
年
・
三
前
田
）

げ
ん
き
な
よ
い
子
に
（
出
生
）

市
川
淳
士
・
関
谷
あ
い
子

　
　
　
　
　
　
（
池
之
畑
・
前
坂
）

高
野
良
子
・
富
井
　
武

　
　
　
　
　
　
　
（
松
代
・
殿
倉
）

　
　
　
　
　
　
　
四
月
受
付
分

幸
せ
多
い
人
生
を
（
結
婚
）

児
籍
の
巾

口
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「
消
化
器
の
取
り
扱
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
イ
ン
ト
」

　
皆
さ
ん
ご
存
知
の
と
お
り
、
物
が

燃
え
続
け
る
為
に
は
、
①
燃
え
る
物
、

②
酸
素
、
③
熱
の
三
つ
の
要
素
の
す

べ
て
が
同
時
に
そ
ろ
う
こ
と
が
必
要

で
、
ど
れ
か
が
欠
れ
ば
物
は
燃
え
続

け
な
い
。

　
こ
れ
が
消
化
の
ポ
イ
ン
ト
、
し
た

が
っ
て
、
消
火
す
る
に
あ
た
っ
て
は

こ
の
三
つ
の
要
素
の
う
ち
で
、
ど
れ

か
一
つ
で
も
取
り
除
い
て
し
ま
え
ば

よ
い
わ
け
で
す
。

①
安
全
栓
を
は
ず

　
す

②
ホ
ー
ス
を
は
ず

　
し
火
元
に
向
け

　
る
。

③
レ
バ
ー
を
握
つ

　
て
噴
射
す
る
。

①
　
も
し
万
が
一
火
を
あ
ま
し
て
し
ま

っ
た
ら
・
・
…

　
ど
ん
な
大
火
で
も
初
め
は
小
さ
い
、

小
さ
い
う
ち
な
ら
自
分
で
も
消
せ
る
。

し
た
が
っ
て
火
災
を
発
見
し
た
ら
ま

ず
、
隣
、
近
所
に
知
ら
せ
一
一
九
番

通
報
を
依
頼
し
た
り
、
応
援
を
た
の

ん
だ
り
し
て
、
身
近
に
い
る
人
が
消

火
活
動
に
あ
た
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

〈
一
般
的
な
消
化
器
の
使
い
方
〉

　
そ
こ
で
登
場
す
る
の
が
、
今
で
は

殆
ん
ど
の
家
庭
に
常
備
さ
れ
て
い
る

消
火
器
、
絵
の
よ
う
に
。

1・ノ
，

、
》
圏

　
∫、八

③

，こつ

3、

’竃
　臨題　I
l　．
曳＿」

慰
南

6

　
以
上
の
よ
う
に
使
用
す
る
。
殆
ん

ど
の
人
は
頭
の
中
で
は
こ
の
使
用
法

を
知
っ
て
は
い
る
が
実
際
に
使
っ
た

こ
と
の
あ
る
人
は
少
な
い
よ
う
で
す
。

自
分
の
家
庭
の
消
火
器
で
こ
の
使
用

法
を
形
だ
け
で
も
反
復
練
習
す
る
こ

と
も
大
切
で
す
．

　
ま
た
、
各
地
区
で
開
か
れ
る
消
火

訓
練
等
に
参
加
す
る
な
ど
し
て
練
習

を
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

〈
消
化
活
動
で
気
を
つ
け
る
こ
と
〉

①
消
化
器
の
放
射
時
間
は
意
外
と
短

　
い
（
約
二
十
秒
）

②
必
ず
避
難
口
を
背
に
す
る
位
置
で

　
消
火
す
る
（
天
井
ま
で
火
が
回
っ

　
た
ら
消
火
は
無
理
す
ぐ
逃
げ
る
）

③
で
き
る
だ
け
低
い
姿
勢
で
煙
や
熱

　
か
ら
身
を
守
る
よ
う
に
構
え
る
。

④
炎
や
煙
に
ま
ど
わ
さ
れ
ず
燃
え
て

　
い
る
物
に
近
づ
い
て
消
火
す
る
。

⑤
消
火
器
で
い
っ
た
ん
消
し
た
あ
と

　
水
な
ど
で
完
全
消
火
す
る
。

　
現
在
一
般
家
庭
に
設
置
さ
れ
て
い

　
る
消
火
器
の
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
以

　
上
が
粉
末
消
火
器
で
あ
る
。
こ
の

　
消
火
器
は
一
般
家
庭
の
全
て
の
火

　
災
に
適
応
す
る
が
、
今
日
改
良
さ

　
れ
販
売
さ
れ
て
い
る
強
化
液
消
火

　
器
は
、
粉
末
消
火
器
を
超
え
る
消

　
火
能
力
が
認
め
ら
れ
る
。
　
（
若
干

　
重
量
が
重
く
値
段
が
高
い
）

　
新
し
く
購
入
さ
れ
る
方
、
更
新
を

希
望
さ
れ
る
方
は
こ
の
強
化
液
消
火

器
を
推
薦
し
た
い
。
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・
呂
＝
一
冒
ム
一
＝
－
7
一
－
一
＝
O
る
一
一
一
＝
・
畠
一
一
＝
三
一
一
＝
冒
△
一
＝
冒
ム
＝
＝
穿
盆
＝
一
冒
・
品
＝
雪
ム
ー
＝
一
7
3
一
＝
一
ム
一
一
＝
7
一
＝
＝
7
畠
＝
－
一
・
昌
＝
一
マ
盆
一
一
曽
ム
2
一
一
冒
ム
器
一
一
7
昌
＝
冒
ム
一
一
3
1
・
畠
＝
3
ム
一
＝
響
ム
＝
＝
7
盆
－
＝
7
呂
＝
零
・
畠
3
一
亨
畠
＝
霊

～
や
さ
し
さ
を
隣
人
に
～

1
共
同
募
金
集
計
報
告
1

乙
一
一
一
＝
ム
顧
噂
薗
一
頓
三
＝
＝
冒
ム
一
一
一
冒
ム
＝
一
一
ー
ム
一
一
喝
＝
・
畠
一
卿
一
噸
7
∩
1
一
一
＝
．
鼻
一
〇
一
＝
孟
一
一
一
署
■
一
騨
勒
＝
響
・
昌
＝
一
一
マ
畠
一
＝
＝
ム
一
＝

　
昭
和
61
年
度
共
同
募
金
運
動
に
は

皆
様
方
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
町
民
各
位
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
、
募
金
額
を
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。

○
戸
別
募
金
（
各
世
帯
に
封
筒
に
よ

り
お
願
い
し
た
募
金

　
　
　
　
　
　
九
七
一
、
八
三
五
円

○
街
頭
募
金
（
空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
協
力
に
よ
り
実
施
）

　
　
　
　
　
　
　
二
〇
、
八
九
一
円

○
学
校
募
金
（
中
学
校
生
徒
会
の
街

頭
募
金
を
含
む
）
六
〇
、
八
○
○
円

○
大
口
募
金
等
　
　
　
（
敬
称
略
）

ア
ザ
ミ
フ
ォ
ー
ト
ス
タ
ジ
オ

一
マ
昌
＝
一
一
7
盆
一
一
一
冒
ム
一
一
＝
マ
畠
器
一
7
盆
一
一
響
・
畠
＝
冒
マ
一
3
一
考
三
＝
一
一
7
畠
一
＝
冒
ム
＝
＝
7
畠
一
一
＝
響
ム
＝
一
＝
ム
＝
＝
7
3
3
一
曽

　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
、
○
○
○
円

　
松
代
町
連
合
婦
人
会

　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
、
○
○
○
円

　
松
代
町
議
会
議
員
一
同

　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
、
○
○
○
円

　
松
代
老
人
ク
ラ
ブ
一
〇
、
○
○
○
円

　
峠
コ
ト
ブ
キ
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
、
二
六
二
円

　
　
募
金
総
額
一
、
一
七
〇
、
七
八
八

　
円
の
う
ち
一
、
〇
三
〇
、
O
O
O
円

　
は
県
共
同
募
金
を
通
じ
、
老
人
や
心

身
障
害
児
者
施
設
等
に
配
分
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
、
こ
の
う
ち
62
年
度
町

社
協
に
七
六
五
、
○
○
○
円
が
環
元

さ
れ
ま
す
．

　
新
潟
県
共
同
募
金
会
松
代
町
分
会

ぜ
ん
ま
い
を
人
工
栽
培

　
　
　
　
　
新
潟
県
・
高
柳
町
ゼ
ン
マ
イ
栽
培
組
合

　
高
柳
町
は
、
柏
崎
市
か
ら
2
5
腫
内

陸
部
へ
入
っ
た
山
間
地
帯
で
、
周
囲

を
山
に
囲
ま
れ
18
の
集
落
が
点
在
し

て
い
る
。

　
同
町
の
N
さ
ん
（
4
9
歳
）
は
、
難

し
い
と
さ
れ
て
い
る
ぜ
ん
ま
い
の
人

工
栽
培
の
研
究
に
1
4
年
前
か
ら
打
ち

込
ん
で
き
た
。
こ
の
研
究
の
成
果
を

も
と
に
、
町
が
雪
国
の
特
産
を
作
ろ

う
と
、
ぜ
ん
ま
い
を
重
点
転
作
作
物

に
指
定
し
、
全
町
の
農
家
に
転
作
を

呼
び
か
け
て
か
ら
4
年
目
に
な
り
、

今
で
は
、
二
百
戸
の
農
家
が
七
㎏
栽

培
し
て
い
る
。

　
人
工
栽
培
で
こ
れ
だ
け
の
大
面
積

が
産
地
化
に
成
功
し
た
の
は
、
県
下

に
も
例
が
な
く
強
い
関
心
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。

　
こ
の
ゼ
ン
マ
イ
栽
培
組
合
の
人
達

は
、
四
年
前
か
ら
徐
々
に
農
閑
期
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
“
ン
・

利
用
し
て
山
に
自
生
し
て
い
る
ぜ
ん

ま
い
1
0
a
当
た
り
四
〇
〇
〇
株
を
移

植
し
て
お
り
、
移
植
後
四
年
目
以
降

に
収
穫
を
始
め
、
七
年
目
ご
ろ
か
ら

安
定
し
た
収
量
が
得
ら
れ
る
が
、
現

在
は
適
期
に
大
き
な
品
質
の
良
い
も

の
を
収
穫
で
き
る
こ
と
か
ら
、
価
格

が
自
生
物
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
。

　
近
い
将
来
は
干
し
ぜ
ん
ま
い
1
0
a

当
た
り
7
5
～
9
0
㎏
が
出
荷
で
き
る
も

の
と
予
想
し
、
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

お
り
農
協
で
は
「
深
嶽
ゼ
ン
マ
イ
」

の
名
で
2
ト
ン
を
販
売
し
た
。

　
ま
た
、
町
で
は
産
地
育
成
の
有
利

性
を
強
調
し
な
が
ら
、
乾
燥
機
購
入

に
補
助
金
を
出
す
な
ど
振
興
に
努
め

て
い
る
。

　
農
林
統
計
協
会
北
陸
協
議
会
発

溌伽
君

馳
卑

あ
暫

3
・
ゆ

ユ
ツ
を

碍
う
た

”

ち
け
で

知
・
マ

3
，
よ

魁

菊闇

ヨ『。ll説

　
こ
小
4

　
つ
り
カ
ヶ

’

　
　
踏
霧

契
襲

ク
働
輸
，
川
魁

！Tr・〃
4！！〃〃馬、

諺

行
の
広
報
「
あ
す
へ
の
便
り
」

よ
り
転
掲
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　　　　　ロ

細陰
．9

9

●
・
　
ノ

●
●　

7

’
．
　
　
　
　
￥
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∈麗叢

寮
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〈詰将棋正解〉1二角、2二玉、

3四桂、同飛、2三角成、同玉、

1三金まで7手詰め。

〈解説〉2四金とまず打っては

手駒不足となります。金はおさ

えに残しての角桂の軽妙な使い

方が良策。1二角、2二玉、2
三金の攻め筋は玉方の飛車の利

きがあり詰みません。
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